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きがし1ま

八尾市は東に生駒山地、西に上町台地、南に羽曳野丘陵に囲まれた河内平

野の中に位置しています。

平野部は、淀川や旧大和川および生駒山地の西麓から西へ流れる中小の河

川によって運ばれてきた土砂の堆積作用によって形成されています。堆積し

た土砂は水田や畑に適 した土壌であります。この肥沃な土壌がひろがってい

る平野には古来より人々が生活していた遺跡が多く存在しています。また、

生駒山地の西麓にも古来より人々が生活 していた遺跡が多く存在しています。

現在、その遺跡のほとんどは河川等の堆積作用や近年の土地区画等の整地

によって地中深 くに残っています。近年、平野部では住宅建設や工場建設等

の大規模な開発が多く行なわれるようになり、地中深く眠っていた遺跡が破

壊されることが頻繁に起きてきました。そこで、これらの文化財を開発によ

る破壊から守り、先人が残 した文化遺産を後世に永 く伝承させることが我々

の責務と認識 し、文化財の保護・保存の徹底をはかってきたところでありま

す。

本書は、平成 7年度に実施しました小阪合遺跡 (第30次調査)、 竹渕遺跡

(第 4・ 5次調査)、 東郷遺跡 (第49・ 51次調査)、 中田遺跡 (第31次調査)、 八

尾南遺跡 (第22・ 24次調査)の 5遺跡発掘調査を記したものであります。

本書が、今後の学術研究及び本市の地域史の一資料として広 く活用され、

その一助となれば幸いです。

末筆となりましたが、調査におきましてご協力いただきました関係各位の

皆様方に深 くお礼申し上げますとともに、今後ともよリー層のご理解、ご支

援を賜りますようお願いいたします。

199伊千9月

財団法人 八尾市文化財調査研究会

理事長 木 山 丈 司
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報告書抄録

本書は財団法人八尾市文化財調査研究会が平成 7年度に実施した発掘調査成果報告を収録

したもので、内業整理及び本書作成業務は各現場終了後に着手 し、平成 8年 9月 をもって

終了した。

本書に収録した報告は、下記のとおりである。

本書掲載の地図は、大阪府八尾市市役所発行の2500分の1(昭和61年8月 )・ 八尾市教育

委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』 (平成5年10月 1日改訂)を もとに作成した。

本書で用いた高さの基準は東京湾の平均海水面である。

本書で用いた方位は磁北及び国土座標の座標北を示 している。

遺構は下記の略号で表した。

竪穴住居―SI 溝―SD 井戸―SE 土坑―SK 小穴―SP 自然河川一NR

掘立柱建物―SB 落ち込み―SO 土器棺墓―土器棺 土器集積―SW

遺物実測図は、断面の表示によって次のように分類 した。

弥生土器・土師器・瓦器 。埴輪・石類―白、須恵器―黒、木製品―斜線。

各調査に際して、写真 。実測図の他にカラースライドも多数作成 している。市民の方々が、

広く利用されることを希望する。
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I 小阪合遺跡第30次調査 (K S95-30)



例

本書は、大阪府八尾市南小阪合町 1丁目21番地で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の

報告書である。

本書で報告する小阪合遺跡第30次調査 (K S95-30)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委

員会め指示書 (八教社文第埋458-4号 平成 7年12月 20日 )に基づき、財団法人八尾市

文化財調査研究会が阪奈住宅株式会社から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 8年 1月 8日から1月 22日 (実働 9日間)にかけて、原田昌則を担当者と

して実施した。調査面積は104どを測る。調査においては岸田靖子。中西明美・西田真紀・

西村和子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 8年 9月 30日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―沢村妙子 図面トレースー北原清子。

本書の執筆・編集は原田が行った。
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I 小阪合遺跡第30次調査 (KS95-30)

I 小阪合遺跡第30次調査 (K S95-30)

4.は じめに

小阪合遺跡は八尾市のほぼ中央部の小阪合町 1・ 2丁 目、南小阪合町 1・ 2・ 4丁日、青山

町 1～ 5丁目、若草町、山本町南 7・ 8丁目一帯の東西045～ 1.Okm、 南北 1 0kmに 広がる弥

生時代中期～近世に至る複合遺跡である。地理的には旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川

に挟まれて、八尾市二俣地区を基点として南北方向に展開する低位沖積地の標高 8～ 9m付近

に位置している。小阪合遺跡の成立を見たこの低位沖積地は、水稲耕作を生活基盤とする弥生

時代前期以降、比較的安定した地形的条件を背景として数多くの遺跡が成立しており、考古学

的な資料の蓄積も多い。当遺跡周辺に限っても、北西に東郷遺跡、西に成法寺遺跡、南西に矢

作遺跡、南に中田遺跡が隣接している。

小阪合遺跡は昭和30年に若草町で行なわれた、大阪府営住宅供給公社の建築工事に際して、

古墳時代の土器が多量に出土したことに端緒を発するもので、昭和57年以降は南小阪合地区を

KS86-9
第93号小阪治

KS87‐ 12

β

第 1図 調査地周辺図
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中心とする区画整理事業に伴う発掘調査が当調査研究会により継続 して実施されてきた。その

結果、弥生時代中期～近世に至る遺構 。遺物が検出され、当遺跡が複合遺跡であることが確認

された。なかでも、古墳時代前期における集落の広範囲な分布や、数多くの地域から搬入され

た土器群の存在は、当時の地域間交流の一端を知る上で貴重な資料を提供する結果となった。

このような情勢下、阪奈住宅株式会社から八尾市南小阪合町 1丁目21に おいて、共同住宅の

建設を行う旨の届出が市教育委員会文化財課へ提出された。工事が予定された地点は遺跡範囲

の北東部にあたり、調査地点に北接する府道服部川久宝寺線では、昭和63年度に拡幅工事に伴

う発掘調査が大阪府教育委員会より実施されているほか、東接する地点では、当調査研究会が

昭和59年度に区画整理事業に伴う第 4次調査 (KS84-4)を 実施 している。 これら一連の調

査では、古墳時代前期から鎌倉時代に至る集落が検出されており、申請地においても当該期の

集落が存在した可能性が高いものと推定された。これらを確認する目的で、平成 7年 11月 21日

に八尾市教育委員会文化財課により遺構確認調査が実施された結果、古墳時代中期後半～中世

に至る遺構・遺物が検出された。以上の経緯を踏まえ、発掘調査を実施するに至ったもので、

八尾市教育委員会・阪奈住宅株式会社・ (財)八尾市文化財調査研究会の三者協定に基づき、

(財)八尾市文化財調査研究会が事業者から委託を受けて発掘調査を行うことになった。

2.調 査概要

1)調査の方法と経過

今回の調査は共同住宅建設工事に伴う発掘調査で、基礎杭構築部分に沿って東西方向に伸び

る3本のトレンチを設定し、南から第 1ト レンチ～第 3ト レンチと呼称 した。各 トレンチの規

模は、第 1ト レンチ幅17m、 長さ20m。 第 2ト レンチ幅17m、 長さ21m。 第 3ト レンチ幅1,7

m、 長さ21m。 調査面積は約104ピ を測る。調査地の地区割りについては、調査地の北西隅の

XO・ YO地点を基点として東西25m、 南北20mに わたって設定した。一区画の単位は5m四

方で、東西方向はアルファベット (西からA～ E)、 南北方向は算用数字 (北から 1～ 3)で

示し、地区の表示は lA区～ 3E区と呼称した。地点の表示には、東西線 (XO～ X15)・ 南

北線 (YO～ Y25)の交点の数値を使用した。調査は第 1ト レンテ、第 3ト レンチ、第 2ト レ

ンチの順で行った。掘削に際しては、現地表下約16mま でを機械掘削した後、以下01～ 0,2m

については人力掘削を行い遺構・遺物の検出に努めた。

調査の結果、現地表下17m前後 (標高76m前後)に存在する第 5層上面で、古墳時代後期

中葉に比定される溝 1条 (SD-1)、 平安時代末期～鎌倉時代初頭に比定される土坑 1基

(SK-1)、 溝11条 (SD-2～ SD-12)、 小穴11個 (SP-1～ SP-11)を 検出した。

ただ、平安時代末～鎌倉時代初頭の遺構としたものの中には、第 4層上面を構築面とするもの

-2-



第 3ト レンテ

第 2ト レンチ

十 + +

第 1ト レンチ

I 小阪合遺跡第30次調査 (KS95-30)

第2図 調査区設定図

があり、時期幅があるものが含まれている。出土遺物は包含層および遺構内からコンテナ 1箱

程度が出土している。

2)基本層序

客土を除けば、第 1層の耕土から遺構検出面である第 5層上面までが0.5～06m程度と浅く、

古墳時代後期以降、付近一帯の沖積作用が緩慢であったことを示している。さらに中世以降は

おもに耕地としての土地利用が看取されており、農事作業に関わる度重なる掘削のため、遺物

包含層が攪拌を受けたためか、出土した土器類も磨耗した小片が大半であった。ここでは、普

遍的に存在した5層を摘出して基本層序とした。

第 0層 客土。層厚1.1～ 1.2m。 上面の標高はT.P+9,4m前後。
第 1層 N6/灰色粘質シルト。耕土。層厚0.1～02m。

第 2層  10BG5/1青灰色粘質シルト。床土。層厚0.1～ 0.2m。

近世遺物を極少量含む。

-3-
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TP+900m

第4図 基本層序模式図 (S=1/40)

3)検出遺構と出土遺物

・古墳時代後期中葉の遺構

溝 (SD)

SD-1

第 1ト レンチの 3D区から第 3ト レンチの lC区にかけて北西方向に蛇行して伸びるもので、

第 3ト レンチの北端はSD-7に 切られている。検出長11.8m、 幅0.8～12mを 測る。深さは

第 3ト レンチで0.15m、 第 1ト レンチで0.4mで南部に行 くに従って深 くなっている。埋土は

第 1ト レンチでは上層の灰色粗粒砂混砂質土と下層の灰黄褐色粗粒砂混粘質シルトの二層で構

成されている。遺物は古墳時代中期後半から後期前半に比定される土師器高杯、須恵器杯身、

円筒埴輪等の小片が極少量出土している。図化 したものは円筒埴輪片 (1)。 土師器高杯 (2)

・須恵器杯身 (4)の 3点である。(1)は 円筒埴輪の小片で胴部復元径27cmを 測る。 タガは

端面が窪む台形で突出度は高い。外面調整はB種 ヨコハケ、内面調整は指ナデである。胎土中

―
  矛

第 5図  SD-1(1・ 2・ 4)、 SD-7(5)、 SK-1(6・ 7)、

7

0                  10cm

SP-6(3)出土遺物実測図

800m
1

3

4

5

I 小阪合遺跡第30次調査 (KS95-30)

第 3層 10BG6/1緑灰色粗粒砂混砂質シルト。層

厚01～ 0.25m。 中世～近世の遺物を少量

含む。

第 4層 2.5GY6/1オ リーブ灰色粗粒砂混砂質 シル

ト。層厚01～ 03m。 古墳時代中期末～中

世の遺物を少量含む。

第 5層 10YR6/3に ぶい黄橙色砂質シル ト。層厚

02m以上。上面が遺構検出面。

-5-



に石英・長石の小砂粒が多量に含まれている。色調は赤灰色で焼成は良好である。川西宏幸氏

編年のⅣ期 (5世紀中葉～後葉)に対比されよう。(2)は土師器高杯の脚部である。柱状部

に縦方向に走る粘土紐接合痕が見られる。(4)は須恵器杯身の小片で口縁部の1/8程度が遺存

している。水平方向に小さく伸びる受部から、立ち上がりが内傾 して伸びるもので、日縁端部

は丸く終っている。 T K10型式に対比されよう。円筒埴輪 (1)を別にすればおおむね、 6世

紀中葉の帰属時期が推定される。

。平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺構

土坑 (SK)

SK-1

第 1ト レンチの 3C区で検出した。一部を検出したのみで、南部の大半が調査区外に至るた

め全容は不明である。検出部分で東西幅1.85m、 南北幅024m、 深さ0,4mを測る。埋土は 2層

に分層され、堀方の断面形状に沿って堆積しているが、 2層 ともに粘質のブロックを含む不均

質な土質で構成されている。遺物は土師器小皿 。土釜、瓦器椀・甕等の小片が少量出土してい

る。図化 したものは土師器小皿 (7)と 土釜 (6)の 2点である。(7)は口縁部の1/6程度が

遺存している。復元口径9.4cm、 器高1.2cmを測る。色調は淡褐灰色で、胎土は精良な粘土が使

用されている。 (6)は土釜の鍔部分の小片である。鍔はほぼ水平方向に伸びており、端部に

外傾する面を持つ。鍔裏面に煤が付着している。2点共に小片であるため不明な点が多いが、

概ね平安時代末期から鎌倉時代初頭の所産と推定される。

溝 (SD)

SD-2

第 2ト レンチの 2D区から第 3ト レンチの lC区にかけて蛇行 して北流する。検出長6.5m、

幅0,7～ 1.Om、 深さ0.3mを測る。埋土は 3層から成る。遺物は土師器小皿・土釜等の小片が少

量出土しているが、図化し得たものはない。

SD-3

第 2ト レンチ東端の 2E区で検出した。本来の構築面は第 4層上面である。南北方向に伸び

るもので、検出長16m、 幅038m、 深さ01mを測る。埋土は灰黄褐色砂質シル トの単一層で

ある。遺物は出土していない。

SD-4

第 3ト レンチの lD・ E区で検出した。南】ヒ方向に伸びるもので、検出長1.3m、 幅0.68m、

深さ008mを測る。埋土はにぶい黄褐色砂質シルトの単一層である。遺物は土師器の小片が極

少量出土しているが、図化し得たものはない。

SD-5

-6-



I 小阪合遺跡第30次調査 (KS95-30)

第 3ト レンチの lD区で検出した。南北方向に伸びるもので、北端でSD-7と 合流してい

る。検出長1.28m、 幅0.2m、 深さ01m前後を測る。埋土はオリーブ灰色粗粒砂混砂質シル ト

の単一層である。遺物は出土していない。

SD-6

第 3ト レンチの lD区で検出した。北北西に伸びるもので、北端は調査区内で終息している。

検出長1.Om、 幅0.24m、 深さ005mを測る。埋土はオリーブ灰色粗粒砂混砂質シルトの単一層

である。遺物は瓦器椀の小片が極少量出土しているが、図化 し得たものはない。

SD-7

第 3ト レンチの lB区～ lD区の北部を東西方向に伸びるもので、西端でSD-8を 切り、

屈曲し北に流路を変えているほか、東端はSD-5に 合流 している。なお、この溝を基点とし

て北に伸びる3条の小溝が存在している。全長97m、 幅0.2m、 深さ0.05～ 0.lmを測る。埋土

はオリーブ灰色粗粒砂混砂質シルトである。遺物は土師器・須恵器・瓦器等の小片が極少量出

土 している。須恵器杯身 (6)を図化した。(5)は遺存率が1/10程度の小片である。丸味を

持って水平方向に伸びる受部から、立ち上がりが内傾 し、日縁端部は丸く終わる。 T K209型

式 (7C初頭)に対比されよう。ただ、挟雑遺物であり帰属時期を示すものではない。

SD-8

第 2ト レンチの 2B区で屈曲して流路を南北方向に変えた後、第 3ト レンチ lB区にかけて

伸びるものである。各遺構との関係では、第 2ト レンチでSD-9を 切り、第 3ト レンチの北

端はSD-7に 切 られている。検出長は東西方向が1.8m、 南北方向が5.8mを測る。幅は0.4～

1.2m、 深さ0,lmを測る。埋土はにぶい黄褐色砂質シル トとオリーブ灰色粗粒砂混砂質シル ト

の互層である。遺物は土師器小皿・土釜、瓦器椀等の小片が少量出土 しているが、図化 し得た

ものはない。

SD-9

第 2ト レンチで検出した。 2A区から2C区にかけて直線的に伸びるもので、 SD-11を切

りSD-8に 切 られる関係にある。検出長8.6m、 幅0.2～0.48m、 深さ0.12mを 測る。埋土は

オリーブ灰色粗粒砂混砂質シル トである。遺物は土師器小皿・土釜、瓦器椀等の小片が少量出

土 しているが、図化し得たものはない。

SD-10

第 2ト レンチで検出した。 2A区～ 2B区にかけてSD-9の 南側に並行して伸びるもので、

南肩は調査区外に伸びるため幅等は不明である。検出長46mを測る。埋土はオリーブ灰色粗

粒砂混砂質シル トである。遺物は土師器小皿、瓦器椀、屋瓦等の小片が極少量出土しているが、

図化 し得たものはない。
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SD-11

第 2ト レンチの 2A区で屈曲して流路方向を南北方向に変えるもので、ゴヒ部の第 3ト レンチ

の lA区に続いている。検出長5,4m、 幅04～ 0.6m、 深さ0.2mを測る。埋土は粘質シル トを

主とする 2層で構成されている。遺物は土師器土釜、瓦器椀等の小片が少量出土しているが、

図化し得たものはない。

SD-12

第 3ト レンチ lB区の北部で検出した。東西方向に約06m伸 びた後、西端で屈曲 し流路を

北に変えている。検出長0.56m、 幅018m、 深さ0.02mを測る。埋土はオリーブ灰色粗粒砂混

砂質シルトである。遺物は土師器片が 1点のみ出土している。

/1ヽ穴 (SP)

小穴は全体で11個 (SP-1～ SP-11)を検出した。大半が調査区の中央部から東部にか

けて分布している。調査区別の内訳は第 1ト レンチで 2個 (SP-1・ SP-2)、 第 2ト レ

ンチ 5個 (SP-3～ SP-7)、 第 3ト レンチ 4個 (SP-8～ SP-11)で ある。上面の

形状では、 SP-4が 楕円形を呈する以外は円形を呈している。規模は、径016～ 04m、 深

さ0.04～ 0.14mを測る。埋土はSP-4が 灰色砂質シル トであるが、他は暗灰色砂質シル トで

ある。埋土が暗灰色砂質シルトのものは、掘立柱建物を構成する柱穴の可能性が高いが、限定

された範囲のため規則性は見出せなかった。そのうち、遺物の出土が確認されたものは、SP―

1・ SP-2・ SP-6・ SP-8・ SP-10。 SP-11で、土師器・須恵器 。瓦器が出土し

ているが全て小片で量的にも少なかった。図化 し得たものは、 SP-6か ら出土した須恵器杯

身 (3)の 1点のみである。

・遺構に伴わない遺物

第 3層および第 4層から古墳時代中期末～近世に比定される土器類が少量出土 している。前

述したように中世後半期以降は主に耕地としての土地利用が計 られており、度重なる掘削・削

平により遺物包含層が攪拌を受けたためか、出土 した土器類も磨耗 した小片が大半を占めた。

図化し得たものは朝顔形埴輪 (8)、 須恵器杯身 (9)、 土師器中皿 (10)の 3点である。(8)

は朝顔形埴輪の頸部から口縁部にかけての小片である。タガの幅は約 4 cmを 測り、一般にみら

れるものに比して幅広である。器面調整は国縁部外面がヨコハケ、内面にはナデが施されてい

る。白灰色の色調で、胎土中に石英 。長石の細粒が多量に含まれているほか、チャート粒が散

見される。第 2ト レンチ 2C区第 4層出土。(9)は須恵器杯身で、日縁部の1/8程度が遺存 し

ている。水平方向に伸びる受部から、立ち上がりが内傾 して短 く伸びる。 T K209型式 (7世

紀初頭)に対比されよう。第 3ト レンチ lD区第 4層出土。 (10)は鎌倉時代に比定される土

師器の中皿である。全体の 1/6程度が遺存している。第 3ト レンチ lE区第 4層出土。
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第 6図 第 4層出土遺物実測図

4)出土遺物観察表

・凡例 粒径― L lmm以 上 M05～ l mm未満 S05m隠未満 量―◎多量 O多 い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土

遺

物

番

号

図

版

番

号

器  種

法量 (cm)

日径

器高

底径

()復元値

調整・手法 色調 胎   土

焼成

保存

残

　

存

　

率

備 考

地 区

外面

内面

外面

内面

素

　

　

質

長

　

　

石

石

　

　

英

壬
云
　

　

母

角
　
閃
　
石

そ

の

他

円筒埴輪

嗣部径(270)

外面 :胴部 B種 ヨコハケ。 タガ
ヨコナデ。
内面 :胴部ユビナデ。

淡褐灰色

淡橙色

や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

◎
S
|

L
良好

部

片

胴

小 SD-1

2 珊蔀 据部径(107)

外面 :脚部ナデ。

内面 :裾部ユビナデ。柱状部 シ
ボリメ。

赤褐色
精
良

▲
Ｓ

良好
部

３

裾

″
SD-1

3 鶴糖 受部径(139)

外面 :底体部回転ナデ。

内面 :底体部回転ナデ。

青灰色
精
良

▲

Ｓ
堅緻 SP-6

4 鶴稽

(124)

受部径(140

外面 :立ち上がりおよび底体部
上半回転ナデ。
内面 :立ち上がりおよび底体部
上半回転ナデ。

淡灰色
精
良 堅緻

縁

　

８

日
部

Ｖ

外面

灰かぶり
SD-1

5 鶴櫓

(122)

受部径(150)

外面 :受部および立ち上がり回
転ナデ。
内面 :立ち上がり回転ナデ。

青灰色
精
良 堅級

口縁

部
1/6

SD-7

6
土師器
土釜

鍔径 (306)

外面 :鍔および体部ヨコナデ。

内面 :体部 ヨコナデ。

褐灰色

赤掲色

や
や
粗

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｌ

良好
鍔
オヽ片

鍔裏面煤付

着
SK-1

7 略
皿ヽ
土
打

０

悧

一

外面 :回縁部 ヨコナデ。底部ナ

内面 !ナ デ。

乳灰色
良
好

△
M

赤
△
Ｍ 良好

縁

　

４

日
部

Ｖ
SK― I

朔齢
外面 1回縁部 ヨコハケ。頸部ヨ
ヨナデ。

内面 :ナ デ。

白灰色
や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

▲
Ｌ

良

縁

　

片

田
部

小

第 2ト レン

チ 2C区
第 4層

鶴糖

(114)

受部径(141)

外面 :立ち上がり、受部、底体
部回転ナデ。
内面 :立ち上がりおよび底体部
回転ナデ。

淡青灰色
精
良

▲
Ｓ

堅級

縁

　

８

日
部

Ｖ

レ
区
卜
Ｄ
層

第

チ
第

10
土師器

中皿

(152)
(26)
外面 :日縁部 ヨコナデ。底部ナ

内面 :日 縁部ヨコナデ。底部ナ

淡掲灰色
精
良 良好

縁

　

６

日
部

Ｖ

レ
区
卜
Ｅ
層

第

チ
第
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3。 まとめ

今回の調査では、古墳時代後期中葉 (6世紀中葉)と 平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺構が

検出された。

古墳時代後期中葉の遺構については、溝 1条 (SD-1)を 検出している。調査地に北接す

る地点で昭和63年度に大阪府教育委員会により、実施された府道拡張工事に伴う発掘調査 (西
註 1

側調査区)で は、 SD-1に 続く溝 (SD-18)が確認されており、今回の調査と同様、円筒

埴輪片の出土が確認されている。さらに、調査地の南東約40m地点で行なわれた小阪合遺跡第

4次調査 (K S84-4)の第10調査区で埴輪円筒棺 (5世紀初頭)が検出されている他、南東
註 2

約80m地点で八尾市教育委員会により実施された発掘調査 (92-067)で も、円筒埴輪片のほ
註 3

か滑石製小玉が出土 している。以上の調査結果を総合すれば、調査地付近一帯は、古墳時代中

期～後期初頭にかけて、墓域を中心とする土地利用が行われていたようである。なお、調査地

の西約300m地点 (青山町 1丁 目)で実施された、小阪合遺跡第 8次調査 (K S87-8)お よ
註 4

び第26次調査 (K S93-26)で は、当該期の居住域が検出されており、当調査地周辺で検出さ
註 5

れている墓域と有機的な関係を持つ居住域であった可能性が高い。

平安時代末期～鎌倉時代初頭の遺構については、土坑・溝・小穴等を検出したのみで不明な

点が多いが、八尾市教育委員会が事前に行った遺構確認調査では、 2D地区付近で井戸遺構が
註 6

検出されている他、北接する府道拡張工事に伴 う調査においても、当該期に比定される遺構群

が多数検出されいる。 これ らの集落は、おそらく、調査地の南部に存在 した当時の主要幹線道

路である信貴越道や北東約130m地点に鎮座する式内社の阪合神社を中心に展開した集落であっ

たと推定されよう。

註記

註 1 山上 弘 1989『小阪合遺跡発掘調査 。一八尾市南小阪合町所在―』大阪府教育委員会

註 2 高萩千秋 1988『小阪合遺跡 (昭和59年度 第 4次調査報告書)』 (財)八尾市文化財調査研究会

報告15(財 )八尾市文化財調査研究会

註 3 漕  斎 1993「 6.小阪合遺跡 (92-067)の 調査」『八尾市内遺跡平成 4年度発掘調査報告書』

八尾市文化財報告27 八尾市教育委員会

註 4 高萩千秋 1990『小阪合遺跡<昭和61年度第 8次調査報告書>』 (財)八尾市文化財調査研究会報

告26(財)八尾市文化財調査研究会

註 5 坪田真- 1994「 14.小阪合遺跡第26次調査 (K S93-26)」 『平成5年度 (財)八尾市文化財調査

研究会事業報告』 (財)八尾市文化財調査研究会

註 6 吉田野乃 1996「 4.小阪合遺跡 (95-458)の調査J『八尾市内遺跡平成7年度発掘調査報告書 I』

八尾市文化財調査報告33 八尾市教育委員会
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第 1ト レンチ検出状況 (東から) 第 2ト レンテ検出状況 (東から)
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トレンチ SD-8。 SD-9検 出状況 (南から)
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第 3ト レンチ SD-1検 出状況 (北から)
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Ⅱ 竹渕遺跡第 4次調査 (T K95-4)
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ロ例

本書は大阪府八尾市竹渕1丁目223-1,224-1,225-1,226-1で 実施した共同住宅工事

に伴う発掘調査である。

本書で報告する竹渕遺跡第埋 4次調査 (T K95-4)の発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋38-3号 平成 7年 3月 31日 )に基づき財団法人八尾市文化財

調査研究会が(株)平野木材住宅から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年 6月 19日力、ら6月 30日 にかけて、高萩千秋が担当者として実施した。

調査面積は64Hrを測る。なお、調査においては八田雅美・赤澤茂美・島野鋼一。中村百合・

西岡千恵子・市森千恵子が参加した。

本書に関わる業務は、遺物実測。図面レイアウトー中村。西岡、トレースー市森が行った。

本書の執筆ヽ編集は高萩が行った。
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Ⅱ 竹渕遺跡第 4次調査 (TK95-4)

竹渕遺跡第 4次調査 (T K95-4)Ⅱ

1.は じめに

竹渕遺跡は八尾市西部の竹渕1～5丁 日、竹渕東1～4丁 目に広がる弥生時代から平安時代に至

る遺跡である。地理的には旧大和川の主流の一つである長瀬川から分岐し、北西方向に流れる

平野川の左岸に広がる沖積地上に位置する。当遺跡の周辺には東に平野川を挟んで亀井遺跡・

跡部遺跡、南に長原遺跡 (大阪市)、 北に久宝寺遺跡 。加美遺跡 (大阪市)が隣接している。

当遺跡の契機は昭和57年度、八尾市教育委員会が市立竹渕小学校校舎増築に先だって行われ

た遺構確認調査で発見された遺跡である。発掘調査 (TK82-1)は 当調査研究会が実施 し、現

地表下 (GL)18mの 地層から古墳時代後期に比定される集落遺構 (竪穴住居 。土坑・溝な

ど)が存在することが判明した。 しかし、その後しばらくは発掘調査もなく当遺跡の状況を掴

~TK89-2

_た _

〕          100m

―

第 1図  調査地位置図及び周辺図

―
―

Ｉ

Ｌ
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むことができなかったが、平成元年度、当地区で公共下水道工事が行われることになり、それ

に伴う発掘調査 (T K89-2)が実施された。その結果、現地表下4.5m前後で弥生時代前期の

遺構 (土器構)。 また、平成 4年度、工場建設に伴う発掘調査 (T K92-3)で弥生時代前期の

上坑・古墳時代後期の方墳・平安時代中期の土坑などが検出された。これらの調査成果により、

竹渕遺跡が弥生時代から近世に至る集落遺跡であることが認識された。

今回の発掘調査は当調査研究会が竹渕遺跡内で実施した第 4次調査 (T K95-4)とこあたる。

以下、今回の調査について記す。

2.調査の概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に先だって実施したものである。当調査地は市教育委員会が

事前の遺構確認調査を実施し、調査地の北部は河川の埋没した地層と思われる砂層の堆積。南

部では古墳時代前期の遺物包含層が厚く堆積していることが確認された。その結果により、調

査地南部で建築される部分を対象とした。調査区は検出した地層が深く、隣接地の建物への影

響などを考慮し、建築基礎で破壊される部分に設定した。

掘削は調査指示書に基づき、現地表下 3.2mま でを機械掘削し、以下、0.4mは入力掘削を

行い、遺構 。遺物の検出に努めた。

調査区の地区割りについては、調査区西部中央に任意の基点を設定した。調査区設定方向に

合わせ、調査区の記録保存の作成に使用した。主軸はN-10° 一Eを はかる。

0       1o m

―
第 2図 調査区設定図
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Ⅱ 竹渕遺跡第4次調査 (TK95-4)

2)基 本層序

調査区で検出した土層内で普遍的に見られる26層を摘出して基本層序とした。以下、各層に

ついて記す。

第 1層 盛土。層厚40cm前後。共同住宅建設前は工場跡 (丸善撚糸工場)。

第 2層 旧耕土。層厚10～ 20cm。 近世以降の耕作上である。既設 (工場)の建造物の基礎に

より削平及び撹乱されている。

第 3層 床土。層厚5～ 10cm。 旧耕土と同様、削平及び撹乱を受けている。

第 4層 暗灰褐色砂礫混粘質土。層厚20～ 40cm。 平安時代中期から後期の遺物を含んだ土層

である。

第 5層 淡褐灰色粘質シルト。層厚15～ 30cm。

第 6層 褐灰色粘質シル ト。層厚10～ 20cm。

第 7層 淡灰褐色微砂混シル ト。層厚20～40cm。

第 8層 褐灰色シルト。層厚50～ 100cm。

第 9層 褐灰色粘質シルト。層厚20～ 25cm。

第10層 明茶灰色粘質シル ト。層厚5～ 50cm。

第11層 淡青灰色シル ト。層厚20cm。

第12層 青灰色粘質シルト。層厚20～40cm。

第13層 青灰色粘土混微砂。層厚15～ 30cm。 洪水層。古墳時代後期の遺物が少量含まれる。

第14層 暗灰色粘土混微砂。層厚20cm。

第15層 灰青色微砂混粘土。層厚10～ 30cm。

第16層 青灰色粘土混粘土。層厚15～ 30cm。

第17層 青灰色粘土。層厚20～ 25cm。

第18層 暗灰色粘土。層厚20～ 30cm。

第19層 暗灰色粘質土。層厚15～ 20cm。 粘着のある粘土で、炭化物が少量含まれている。

第20層 灰黒色粘土。層厚20～60cm。 古墳時代前期 (布留式古相)の遺物を含む。調査区北

東部で盛り上がったような堆積状況である。

第21層 暗灰色シル ト混粘土。層厚5～ 10cm

第22層 暗灰青色粘土。層厚20cm。

第23層 暗灰色粘質シルト。層厚20～ 40cm。

第24層 青灰色粘土。層厚20cm。 南西部で堆積する。

第25層 暗青灰色粘土。層厚20cm。 白色魂が班点状にみられる。庄内期の土器を少量含む。

第26層 灰色細砂混微砂。層厚30cm以上。古墳時代前期のベース面で、南西が低い。
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I 竹渕遺跡第4次調査 (TK95-4)

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下3.2～3,9m(標高5,4～6.Om)付近に存在する第26層上面で古墳時代

前期 (庄内期～布留期)の溝状遺構 (SD-1)を 検出した。また、】ヒ東部の角で第20層の高

まり、その下層面切り込む土坑状の窪みが断面で観察された。遺物は第20層～第22層内からコ

ンテナ箱 1箱程度が出土している。そのほか、第 3層で平安時代の土器片、第13層～第15層の

古墳時代後期の土器片が少量出土している。

第4図 調査区平面図

溝状遺構

SD-1

調査区の中央で検出した。】ヒ東の高まり部分から南西に落ち込み、南西角で少し上がってい

る。深さは60cmで、最深部面の標高は約 (T.P.+54m)を 測る。堆積土は暗灰色粘質土・ 灰

黒色粘土 。暗灰青色粘土である。遺物は灰黒色粘土より布留式古相に比定される小型丸底壺・

器台・布留式甕などの破片が少量出土している。また、北部溝底より木製品 1点を出土した。

全長89cmで丸木を4分1にカットしたものである。径7～ 8cmで片側端部に長さ20cmに わたり、一

辺2.5cm及 び3.5cmの方形に加工し、握りやすいように細 く加工を施 している。この木製品の用

途等については現在のところ不明である。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 2層・第10層・第20層内で出土 した。第 2層 は平安時代後期に比定される土師器が少量含

まれている。第10層 は古墳時代後期に比定される土器片がごく少量含まれている。第20層は古

墳時代前期に比定される土師器を少量出土した。図示できたものは26点である。古墳時代前期

に比定される二重回縁壺 (1)・ 重 (2)・ 珂ヽ型壺 (3)・ 月ヽ型丸底壺 (4)・ 壺 (5～ 11)・

甕 (12～ 20)・ 鉢 (21・ 22)・ 器台 (23・ 24)。 高杯 (25・ 26)で ある。

―
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Ⅱ 竹渕遺跡第 4次調査 (TK95-4)
5)出土遺物観察表
遺物番号 器種 法量 回径 調 整・技 法 色  調 胎土 焼成 遺存状況 備考

1

土師器
口径

体
＞
、り

ｏ
伽
ズ”明ラ

膊
ガ
デ。他

外
ケ
ナ

内

ハ
部

部
面
肩

縁
外
面

田
部
内

外 :淡灰茶色
内 :灰黒色 恕m接季撃Yギ≧亀

量含
良好

煤付
着

2
同上 回径 174 一麟デ。妖

後

ナ
ラ

デ

コ
ヘ

淡灰茶色 恕m捏讐鋒拝S 良好 口縁1/6

３
三

壷
器
型
師
小
土 径

径
大
日
最

体
頭

外面ョョナデ，
内
ナ
存

部
面
残

縁
外
痕

口
部
圧

淡黄灰茶色 塞m褐響発好含良好 1/2

4
同上

径
高
口
器

ハ
ケ
内

・
ハ
　
ヽ

デ
部

り

ナ
上
ズ

コ
面
ケ

”

。
体部外
峙
帥

飯
叩
デ
　
ヽ
デ

縁
ナ
デ
ナ

回
ケ
ナ
面 倉:乳磐棗良攀m翻 翡 含良好 黒班

有 り

5
土師器

底径  28 繁舜客咎軍全ヌミ
ガキ。底禽:燿暫色恕ヤ督著催塾罫

を少量含
良好 底部完形

6 同 L 底径  34
緩摯陥漂
ずダ事二緊 外 :黒灰色

内 :乳灰茶色 憩
m盈
豪£崖も
を少量含

良好 底部 2/3

同上 底径  30 ζ彎令層鼻ヱ予ぞ稿台又ザ
ナデ・工具痕を有す

淡灰黄色 悲∵賓著岳肇も
を少量含

良好
底部ほぼ
完形

8 同上 底径  48
体部外面ハケナデ後ヘ ラナ
デ、底部指押 さえ。 内面 ヘ
ラナデ

淡黄灰色 怨雹竪犠絹全
卜)

良好 底部完形

9 同上 ほ径 44 夢F織目買デする底部ナ偽1夙祭套策琶讐ぎ貨貿名玲違も微量に良好 医部ほぼ完形

同上 底径  40
暑手織目
買デ事軍ヽと質藩を外 :淡灰黒色

内 :乳灰茶色 堅農鞘銘微量
に
良好
底部ほぼ
完形

11 同 L 底径  50 すで外軍β膚蓋衰ぅプ手評
ヘ
淡黒灰色 浮ヤ貨署傷望も

を少量含
良好 底部完形

‐２

〓
甕
土師器

日径 136 累掃譜夢少軍尋『るFh笛ヘラナデ

外 :晴灰赤茶色
内 :淡黄灰色 赳階春撃堵畜量含良好 回縁1/10 煤付着

同上 回径 156 部僑譜宍分景旱
コナデ。体

淡灰茶色 悲股春撃磐瞥量含良好 回縁1/8 斑り
黒
有

同上 回径 146 景僑旨突少房メデナデ。体淡灰茶褐色 怨
皿
綿騨鉾塞琴討

含
良好 回縁1/8

煤付
着

同上 昼写科含耳勇良ネ戸)ヽ字ア灰黄褐色 きを1大 ::彗,!を与彗:〔1警3こ 良好 回縁1/6
‐６

三 同上 回径 150

頭

ハ
デ
合

指
面
ナ
接

外 :淡灰茶褐色
内 :暗茶褐色 望鰯 経 良好 回縁1/6

17
同上 回径 良a勇懲岳髯菅蟹:塚⌒F 淡黄灰褐色 響m偽萬解督奉望簾討含良好 日縁完形

‐８

〓
一

同上 回径 覇拿F見骨ヨ夏娑F屠 淡黄灰色 ヱl題み品皇ィ讐ξ」捻!写ヨξiチヤー ト)
良好
口縁・
体部1/8

同上 回径 160 残辱干衡唇已Lttr康景貧:談祭良色恕m牌撃簡 含 良好 口縁1/8

同上 回径 92
始

。
体
ガ

・
デ
面

デ
ナ
内

↓
”
ミガキ
、

面
内
ラ

外

ヽ
ヘ

部
存
面

縁
残
外

国
痕
部

淡茶灰色 響撃離 娑最L
卜)

良好 口縁1/5

回径 104
sal含忌鼻幹 g甦 淡茶灰色 督赳ュ酔 讐品に良好 口縁1/8

同上

径
径
高

回
底
器 紹宍号す写k熊善) 乳茶灰色 む(長石・雲苺。

'も

最倉良好 底部ほぼ完形

２３

三 底径 124 鍵ξ籍嬰速暗灰赤茶褐色 』P濃審 跡訴 良好 ほぼ完形

２４

〓
一

同上 底径 製琴分冨f届ヂ絡 内面淡黄灰茶色 型m翻 字η景3 良好 脚部ほぼ完形
２５

〓 回径 220 郭部外面
ハケナデ後ヘ ラ ミ

ガキ、内面ヘラミガキ 暗黄灰茶色
に
色
量
褐
微
赤

］含むぐ長石．雲母．山
良 好 不部 1/2

同上 口径 156 努琴令蘇 事季争後
ヘラ
明茶灰色 憩口捏懲鋒繹S 良好 啄部 1/5
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3.ま とめ

今回の発掘調査は小面積で、しかも掘削深度が深いなどの諸条件の中の調査であり、詳細に

遺跡状況を把握することが困難であった。 しかし、古墳時代前期の溝状遺構など遺構の検出。

コンテナ箱にして 2箱分の遺物を出土することができた。以下、周辺の調査成果と今回の調査

結果について記す。

周辺の調査状況では調査区から南東部約150m地点で当調査研究会が実施 している第 1次

(TK82-1)調 査地がある。この調査では古墳時代後期に比定される集落遺構 (竪穴住居 。土

坑・溝など)を検出、さらに南東部へ250～300m地点では第 2次 (TK89-2)。 第 3次 (TK9

2-3)調査地があり、その調査成果では弥生時代前期～中期の墓域・古墳時代後期の墓域・ 平

安時代の土坑などが検出されている。また調査区から南西部へ約100m地点で同年度、市教育

委員会が下水道工事に伴う調査で実施 した結果、古墳時代前期の遺物を含む土層を検出してい

る。調査地敷地内では遺構確認調査の結果、調査区北部で河川跡と考えられる砂層が検出され

ている。これらの周辺調査と当調査区の成果から総合すると当調査区で検出した古墳時代前期

の時期のものは、南西側への広がりが想定されるが、東部と北部にはこの時期の遺構の広がり

があまりないものと考えられる。南部については未調査であり、今後の調査にゆだねる。

今回の調査で特筆できることは調査区北東部で確認された第20層 の高まりである。堆積状況

や埋没状況から推測すると古墳の墳丘の可能性が強い。また、調査区中央で検出された溝状遺

構は墳丘を巡る周濠の一部と考えられる。 しかし、前文でも述べたように検出深度が深く、調

査面積が狭いため拡張することが不可能であり、その詳細なことが掴めず、古墳として取り扱

わなかった。今後、隣接地で調査を行う機会があれば、これらの検出遺構が多少となり、明白

になると考える。

また、今回の調査では断面観察のみであったが上層 (第 3層)で検出された層内より平安時

代中期頃の黒色土器・土師小皿などが含まれていた。これらの遺物や堆積状況からみて、当地

周辺には集落域の存在を示唆するものであり、この時代についても注意を払わなければならな

いであろう。

参考文献

高萩千秋 1989「 Ⅱ竹渕遺跡 (第1次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告』(財)八尾市文化財調査研

究会報告23

坪田真- 1992「 Ⅱ竹渕遺跡 (第2次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査報告Ⅱ』(財)八尾市文化財調査

研究会報告35
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Ⅲ 竹渕遺跡第 5次調査 (T K95-5)



例

1.本書は、大阪府八尾市竹渕 4丁目33-1で実施した共同住宅建築工事に伴う発掘調査の報

告書である。

1.本書で報告する竹渕遺跡第 5次調査 (T K95-5)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋179-3号 平成 7年 8月 29日 )に基づき、財団法人八尾市文

化財調査研究会が岸田 貢氏から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 7年 9月 25日から10月 4日 (実働 8日 間)にかけて、原田昌則を担当者と

して実施した。調査面積は1354fを測る。調査においては垣内洋平・岸田靖子 。西田真紀

が参加した。

1.内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 8年 9月 30日 に完了した。

1。 本書作成に関わる業務は、遺物実測―岸田 遺物レイアウトー原田 図面 トレースー北原

清子 遺物写真撮影―原田が行った。

1.本書の執筆・編集は原田が行った。
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Ⅲ 竹渕遺跡第 5次調査 (TK95-5)

Ⅲ 竹渕遺跡第 5次調査 (T K95-5)

1.は じめに

竹渕遺跡は八尾市西部の竹渕、竹渕 1～ 5丁目、竹渕東 1～ 4丁目に広がる弥生時代前期～

平安時代に至る複合遺跡である。地理的には平野川の左岸一帯に広がる沖積地上の標高 9m付

近に位置している。

当遺跡周辺では、東に亀井遺跡、北東に久宝寺遺跡、南東に城山遺跡 (大阪市 )、 北に加美

北遺跡・加美遺跡 (大阪市)が存在している。

当遺跡は、昭和57年度に八尾市教育委員会により実施された、市立竹渕小学校の校舎建て替

え工事に伴う遺構確認調査で発見された遺跡である。この調査結果を受けて当調査研究会が実

施 した第 1次調査 (T K82-1)で は、古墳時代後期の居住域に関連 した遺構・遺物が検出さ
れ、当該時期の集落の存在が明らかとなった。その後、平成元年度には竹渕東 2丁目で公共下

水道工事に伴う第 2次調査 (T K89-2)が実施され、弥生時代前期～中期の遺構 。遺物が検

」粗平ξ

ゆ
TK89-2

V~~□ 岡

第 1図 調査地周辺図
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出されているほか、平成 4年度に竹渕東 3丁目80-3で行われた工場建設に伴う第 3次調査

(T K92-3)で は、弥生時代前期の土坑 。古墳時代後期の方墳 。平安時代中期の土坑などが

検出されている。さらに、竹渕 1丁目223-1他で平成 7年度に行った第 4次調査 (T K95-

4)で は、古墳時代前期 (布留式古相)の溝状遺構が検出されている。

今回の発掘調査は、竹渕 4丁目33-1で計画された共同住宅建築工事に伴うもので、八尾市

教育委員会の埋蔵文化財調査指示書に基づき、事業者・八尾市教育委員会 。 (財)八尾市文化

財調査研究会との二者間で取りかわした協定書締結後、現地調査を実施した。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建築に先だって実施 したもので、建物の建築予定地に東西幅19m、

南北幅 7mの調査区を設定 した。 しかし、市教育委員会による遺構確認調査で調査最終深度が

現地表下3.Om lこ 達し、 しかも多量の湧水が予想されたため、隣家への影響等を考慮 した調査

方法を選択 した結果、下幅で東西幅15m、 南北幅 3m程度の調査規模となった。調査の地区割

りは、調査地の北西隅のXO・ YO地点を基点として東西20m、 南北10mにわたって設定した。

一区画の単位は5m四方で、東西方向はアルファベット (西からA～ D)、 南北方向は算用数

字 (北から1～ 2)で示 し、地区の表示は lA～ 2D区と呼称した。地点の表示には、東西線

(XO～ X10)、 南北線 (YO～ Y20)の交点の数値を使用した。

第 2図 調査区設定図
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Ⅲ 竹渕遺跡第5次調査 (TK95-5)

掘削に際しては、現地表下2.5m前後までを機械掘削 した後、以下0.5m前後については層理

にしたがって人力掘削を行い遺構・遺物の検出に努めた。その結果、現地表下24～ 2.8m(標

高6.0～5,7m)で古墳時代中期末から後期初頭の遺物を包含する第 9層の存在が確認されたほ

か、第10層 。第11層上面 (標高5.8～ 5.7m)で は、古墳時代中期末から後期初頭に比定され

る土坑 6基 (SK-1～ SK-6)、 小穴 5個 (SP-1～ SP-5)を 検出した。なお、第

4層上面を構築面とする焼土坑を 1基検出している。遺物の総量はコンテナ 2箱程度である。

2)基本層序

調査地の層序については、古墳時代中期末の遺物包含層である第 9層が形成された後、調査

地一帯は水性粘土である第 8層が厚く堆積しており、その上層は極細粒砂～粗粒砂を主体とす

る河川堆積土層である第 7層を挟んで上層まで比較的安定した砂質シルトが堆積 していた。遺

構は第10層・第11層上面で古墳時代中期末～後期初頭に比定される土坑 。小穴が検出されたほ

か、第 4層上面を構築面とする平安時代中期以降に比定される焼土坑が北壁面で確認されてい

る。また、北壁のY15.5地点では第11層から第 8層上面に達する噴砂痕が確認されている。 こ

こでは、普遍的に存在した11層を摘出して基本層序とする。

第 0層 客土。層厚0,3～ 0。 7m。 上面の標高はT.P+8.5m前後である。

第 1層 N5/ 灰色砂質シルト。旧耕土。層厚0。 1～0.2m。

第 2層 10GY 6/1緑 灰色砂質シルト。床土。層厚0,05～0,lm。

第 3層 25Y6/2灰 黄色砂質シルト。層厚04m前後。

第 4層 25Y7/4浅 黄色砂質シルト。層厚0.2～0.45m。 上面で焼土坑を確認。

第 5層 2.5Y6/3にぶい黄色砂質シルト。層厚0.2～0.3m。

第 6層  5Y6/1灰 色極細粒砂。層厚0.2～ 0.3m。

第 7層  5Y8/4浅 黄色極細粒砂～粗粒砂。層厚0.1～04m。 河川堆積層。

第 8層 10GY 5/1緑 灰色粘土。層厚0.2～0,4m。 上部には7.5GY明緑灰色細粒砂が堆積し

ている。無遺物層。

第 9層 N4/ 灰色粘質シルト。層厚0.1～0.4m。 炭を含む不均質な土層。 5世紀後半か

ら6世紀初頭を中心とする遺物を包含する。

第10層 N4/ 灰色粘土と10GY 7/1明緑灰色砂質シルトの互層。層厚0.1～0.2m。 不均質

な土層で 5世紀後半から6世紀初頭の遺物を少量含んでいる。上面が遺構検出面で

ある。

第11層 10GY 7/1明緑灰色極細粒砂～細粒砂。層厚06m以上。河川の氾濫に起因する土層

で、上面の一部が遺構検出面である。
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3)検出遺構と出土遺物

。第10層、第11層上面検出遺構

土坑 (SK)

SK-1

調査区の西端で検出した。西部が調査区外に至

るため全容は不明であるが、検出部分からみて楕

円形を呈するものと推定される。検出部分で東西

幅0,7m、 南北幅1.lm、 深さ025mを測る。埋土

は炭を含むやや不均質な緑灰色シル トの単一層で

ある。遺物は古墳時代中期末から後期初頭に比定   __

される土師器 。須恵器の小片が少量出土したが図

化し得たものはない。

SK-2

SK-1の 東に隣接している。北部は調査区外

に至るため全容は不明である。検出部分では半円

形を呈 している。検出部分で東西幅226m、 南北

幅1.35m、 深さ0.23mを測る。埋土は粘土質シル

トを主体とする3層で構成されている。遺物は古

墳時代中期末から後期初頭に比定される土師器甕、

須恵器杯蓋、韓式系土器の小片が極少量出土して

いる。そのうち図化 し得たものは土師器鉢 1点

(1)である。(1)は小片ではあるが、口縁部の

形状や全体に丁寧な作りで器壁が薄い点から、韓

式系土器の平底鉢と推定される。なお、内外面の

調整にハケナデを使用する点は、平底鉢のなかで

も新 しい様相を示すものと推定される。

SK-3

1・ 2B区で検出した。不定形を呈する土坑で、

北端は調査区外に至る。検出部分で東西幅0,95m、

南北幅20m、 深さ0.18mを 測る。埋土は掘形の

形状に沿って 2層が堆積している。遺物は古墳時

代中期末から後期初頭に比定される土師器甕の小

TP+570m

1

2

3

///
TP+570m

サ托 r色
粘土質   !         1甲

10BG4/1暗青灰色
粘土質シルト

第 5図  SK-3平 断面図

N4/灰色粘土質
シルト
10BG4/1日音青灰
色粘土質シルト
10G4/1緑 灰色砂
資シルト

第 4図

肛 竹渕遺跡第 5次調査 (TK95-5)

0          1m

SK-2平 断面図
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片が極少量出上 したほか、山モモの種子が出土 している。図化し得たものは土師器甕 1点 (5)

である。(5)は 口縁部の1/12程度の小片である。口縁部中位が強いヨコナデにより明確な段

を有している。白灰色の色調で、胎土中に0 5mm程度の砂粒が多量に含まれている。

SK-4

2B・ C区で検出した。南部は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅

075m、 南北幅08m、 深さ0,lmを測る。埋土は上層の灰色粘土質シルトと下層の暗青灰色粘

土質シルトの 2層から成る。遺物は上層から古墳時代中期末から後期初頭に比定される土師器

甕、須恵器杯身 。杯蓋 。高杯、製塩土器の小片が少量出土 している。図化 し得たものは 6点

(2・ 7・ 8～ 11)である。その内訳は土師器甕 1点 (2)。 壺 1点 (7)、 須恵器杯蓋 2点

(8・ 9)・ 杯身 2点 (10～ 11)である。土師器甕 (2)は「 く」の字状に屈曲する日縁部を

有するもので、日縁端部は内傾した後、肥厚気味に丸く終る。回縁部内面はやや単位の粗い横

方向のハケナデ、外面も同様の調整具を使用した縦方向のハケナデが想定される。 (7)は 球

形の体部に上外方に小さく伸びる回頸部が付 く土師器短頸壺である。日頸部内面中位にヨコナ

デによるやや深めの凹線が一周している。 (8・ 9)は須恵器杯蓋で、遺存率は (8)が 1/3程

度、(9)が 1/4程度である。(8)は平らに近い天丼部を持つもので、稜は鋭 く口縁部はやや

内湾気味に垂直方向に下り端部は平らで内傾する面を有している。(9)は 日縁部が垂直方向

に下り、端部付近で短く外反している。 (10・ 11)は須恵器杯身で共に1/2程度遺存しているが、

(11)は立ち上がりを欠いている。(10)は丸味がありやや深目の底体部を持つもので、受部は

A

N4/灰色粘土質シルト
10BG4/1暗青灰色粘土質シルト

第 6図  SK-4平 断面図

やや上外方に短く伸びる。立ち上がりは

内傾 して伸び、内傾する端部に沈線を有

している。各部の数値は口径10.5cm、 器

高 5 cm、 受部径12 8cm、 立ち上がり高 1

6cmを測る。底部外面に灰かぶりが認め

られる。 (10・ 11)共 に底部外面のヘラ

ケズリの方向は時計回りである。図化 し

た須恵器類は 5世紀後半に比定されるT

K23型式に対比されよう。

SK-5

1・ 2C区で検出した。不定形を呈す

る土坑である。東西幅1.45m、 南北幅

15m、 深さ0.lmを測る。埋土はSK―

4と 同様の 2層から成る。遺物は古墳時

TP+570m
A′

A                   
―

0                   1m

◇
る

Q
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8

第 7図 SK-1(1)、 SK-3(5)、 SK-4(2・ 7・ 3～ 11)、 SK-6(3・ 6)、
SP-1(12)、 SP-2(4)出 土遺物実測図

代中期末から後期初頭に比定される土師器甕、須恵器甕の小片が極少量出土 している。

SK-6

調査区南東隅で検出した。南部および東部が調査区外に至るため、全容は不明である。検出

部分で東西幅0.9m、 南北幅1lm、 深さ0.2mを測る。埋土はSK-4と 同様である。遺物は古

墳時代中期末から後期初頭に比定される土師器甕・鉢、須恵器杯蓋・杯身、製塩土器が極少量

出土 している。土師器甕 (3)・ 土師器鉢 (6)の 2点を図化した。(3)は土師器甕の回縁

部の小片で1/8程度が遺存 している。日縁部内面に横方向のハケナデが施されている。(6)は

小型の鉢で、手づくね成形のため全体に作りは雑である。
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/1ヽ穴 (SP)

SP-1

2B地区で検出した。円形を呈するもので、南部でSP-2に 切られている、東西径0.5mく

南北径0.45m、 深さ0.23mを測る。上層の灰色粘土質シルトと下層の暗青灰色粘土質シル トの

2層から成る。底部に根石の可能性がある石材が存在 している。遺物は根石に使われた石材の

ほか土師器の小片が 1点のみ出土 している。石材 1点 (12)を図化 した。縦20cm、 横13cm、 厚

さ13cm程度の大きさで、検出時点では図化した側面の平坦部分を上にして設置されていた。上

面に使用痕跡を示す研磨痕が認められ、本来は台石として使用されたものが後に根石に転用さ

れたようである。石材は安山岩である。

SP-2

円形を呈するもので、北部ではSP-1を 切っている。検出部分で東西径065m、 南北径0.

47m、 深さ0.26mを測る。埋土はSP-1と 同様である。遺物は土師器、製塩土器の小片が極

少量と山モモの種子等が出土 している。土師器甕 1点 (4)を図化 した。(4)はやや小型の

上師器甕で、日縁部の1/8程度が遺存 している。体部内面にハケナデ調整が施されている。

SP-3

SP-2の 東に近接している。円形を呈するもので、東西径0.55m、 南北径0.47m、 深さ0.0

8mを測る。埋土は灰色粘土質シルトの単一層である。遺物は土師器、須恵器、製塩土器の小

片が極少量出土している。

SP-4

SK-5の 北東部に近接している。円形を呈するもので、東西径0.35m、 南北径0.3m、 深

さ0.08mを測る。埋土はSP-1と 同様である。遺物は出土していない。

SP-5

2C地区の南部で検出した。南端は調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西

径0,3m、 南北径0.23m、 深さ0.08mを測る。埋土は暗青灰色粘土質シルトの単一層である。遺

物は出土 していない。

・第 4層上面検出遺構

焼上坑

平面的には捉えられなかったが北壁のY12.1～ Y12.9地点で焼土坑を 1基検出した。検出部

分で「 U」 字形を呈するもので、上部幅0.3m、 下部幅0.63m、 深さ0.4mを測る。掘形の断面

形に沿って火熱により焼土化したにぶい赤褐色砂質シルトが堆積 した後、内部には第 4層浅黄

色砂質シルトが堆積していた。遺物は、底部から骨片が少量出土 している。従って、火葬に関

連した焼土坑であった可能性が高い。土器類が出土していないため帰属時期は限定できないが、
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Ⅲ 竹渕遺跡第5次調査 (TK95-5)

調査地の東約100m地点で行われた第 4次調査 (T K95-4)の 調査成果からみて、平安時代

中期以降のものと考えられる。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 9層および第10層が古墳時代中期後半を中心とした遺物包含層であるが、量的には第 9層

出上のものが大半を占めている。

出土遺物の内訳は土師器 。須恵器を中心とした土器類の他、山モモの種子等がコンテナ 1箱

程度出土している。出土 した土器類は小片化したものが大半を占めている。図化 した遺物は21

点 (13～ 33)で ある。その内訳は、土師器甕 6点 (13～ 18)・ 甑 3点 (19～ 21)・ 鉢 1点 (22)

。高杯 1点 (23)、 須恵器杯蓋 6点 (24～ 29)・ 杯身 4点 (30～ 33)で ある。土師器甕は 6点

図化した。全て回縁部を中心とした1/8～ 1/10程度の小片である。そのうち (13～ 16)が復元

日径14～ 17cm程度の小型品で、 (17・ 18)が復元回径22cm前後の大型品である。小型品は日縁

部が緩やかに外反するもので、日縁部径と体部最大径がほぼ等しい形態が推定される。大型品

は体部最大径が日縁径を陵駕するもので、小型品に比して器壁は厚い。器面調整は小型品およ

び大型品共に、内面が横方向、外面が縦方向のハケナデ調整が行なわれている。 (18)の 体部

上半にはヘラによる波状文が施文されている。 (19～ 21)は甑の小片である。 (19・ 20)が甑の

口縁部で、日縁部が外反する (19)と やや内傾する面を持つ (20)がある。(21)は把手で、

ほば水平に貼り付けられている。幅4.2cm、 長さ4,9cm、 厚さ2.5cmを測る。器面調整は外面が単

位の密なハケナデ、内面はナデ調整が行なわれている。 (22)は大型の鉢で遺存率1/12程度で

ある。日縁部内外面ヨコナデ、体部は内面は横方向、外面は縦方向のハケナデ調整が行なわれ

ている。(23)は椀形の杯部を有する高杯で、杯部は完存している。日径16.6cmを測る。 日縁

部内外面ヨヨナデ、杯部内外面ハケナデを行う。須恵器杯蓋は 6点 (24～ 29)図化した。 (24)

が3/4以上遺存している他は、1/8～ 1/4程度である。天丼部はおおむね平らに近い形状で、(24)

を除けば稜は鋭い。日縁部は下外方に下る (29)を除けば、ほば垂直方向に下るものが大半を

占めている。日縁端部は一様に平らで内傾している。(24)の天丼部に「Ⅲ」のヘラ記号が行

なわれているほか、灰かぶりが (25・ 26・ 28)に認められる。なかでも (28)は 内外面に灰か

ぶりが見られる希なヶ―スである。天丼部のヘラケズリの方向は確認できた (25～ 27)の全て

が時計回りである。杯身は4点 (30～ 33)図化した。いずれも遺存率が1/4～ 1/8程度の小片で

ある。受部は共に小さく斜上方に伸びるもので、立ち上がりの方向は直立する (30)以外は内

傾して伸びる。口縁端部は (30)が丸く終るほかは、平らで内傾する面を持つ。 (31)の 底体

部外面の上半に赤色顔料が塗布されている。灰かぶりが (30)の底体部に認められた。図化し

た須恵器類は5世紀後半を中心とするT K23型式に対比されよう。
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率
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英
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母

角
　
閃
　
石

チ

ャ

ー

ト

そ

の

他

系

鉢

式

底

韓

平

(166) 外面 :口縁部 ヨヨナデ。 体部
ハケナデ。
内面 :日縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

灰褐色

茶褐色

や
や
粗

○
S
|

L

△
M
▲

Ｓ

▲

Ｍ
良好

縁

　

８

日
部

Ｖ
SK-2

2
土師器
甕

(224) 外面 :回縁部ヨコナデ。体部ハ
ケナデ。
内面 :日縁部ハケナデナデ。体
部ナデ。

淡茶褐色 良

好

△
Ｓ

良好

縁

　

６

回
部

Ｖ
SK-4

3
土師器
甕

(224) 外面 :口縁部 ヨコナデ。

内面 :口縁部ハケナデ。

淡灰褐色
良
好

▲
Ｓ

良好

縁

　

８

日
部

Ｖ
SK-6

4
土師器
甕

(145) 外面 1日縁部 ヨコナデ。

内面 :口縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ

淡灰褐色
精
良 良好

縁

１
日
部

ん
SP-2

5
土BT器

甕

(130) 外面 i回縁部ヨコナデ。

内面 :回縁部 ヨコナデ。

白灰色
や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｍ

◎
Ｓ
Ｉ
Ｍ

良好

縁

　

１２

回
部

Ｖ
SK-3

6
土師器
鉢

の

の

一

外面 1日縁部指頭圧痕。体部ナ

内面 !ナ デ。

淡灰色

淡灰褐色

や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好
手づくね品
SK-6

7
土師器

(128) 面

ｏ
　

面

外

デ
　

内

回縁部ヨコナデ。体部ナ

ロ縁部 ヨコナデ。体部ナ

赤褐色

茶褐色
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

◎

Ｓ
◎
Ｓ

良好 1/4
生駒西麓産
SK-4

輔橋

(126) 面

ｏ
　

面

外

デ
　

内

回転ヘラケズリ。回転ナ

回転ナデ。

灰色

青灰色

良
好

△

Ｓ

Ｉ

Ｍ

堅緻 1/3 り電かおゞりSK-4

鶴椎

(123) 外面 :回転ナデ。

内面 i回転ナデ。

淡青灰色

灰色

惰
良

▲

Ｓ
堅 級

天丼部灰か
ぶり
SK-4

鶴糖

105
50

受部径128

外面 :底体部1/3回 転 ヘラケズ
リ。他は回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

灰色

淡青灰色

精

良

△
Ｍ
Ｉ
Ｌ

堅級

底体部外面

灰かぶり
SK-4

鶴腸 受部径123

外面 !底体部1/3回 転 ヘラケズ
リ。他は回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

淡灰色

灰色

や
や
粗

◎
S
I

L
堅緻 SK-4

土師器
甕

(154) 外面 〔日縁部ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

内面 :口縁部 ヨコナデ。体部ナ
デ 。

淡灰褐色

茶褐色

や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

錫
Ｐ
　

４

日
部

Ｖ

区２Ｂ
層

１
第

土師器

甕

(142) 外面 i回縁部ヨコナデ。

内面 :日縁部 ヨコナデ。

赤褐色
良

好

△

Ｍ

Ｉ

Ｌ

赤
△
L 良好

縁

　

８

日
部

リ

1・ 2A区
第 9層

土師器
甕

(124) 外面 :日縁部ヨコナデ。体部ハ
ケナデ。
内面 :日縁部ハケナデ。体部ハ
ケナデ。

淡茶褐色
良
好

△

Ｓ

Ｉ

Ｌ

△
Ｓ

良好

縁

　

６

回
部

７

1・ 2C区
第 9層

土師器

甕

(150) 外面 :日縁部 ヨコナデ。

内面 :日縁部ヨコナデ。

淡茶褐色

黄褐色

艮
好

△
M
△
M

▲
L

良好

縁

　

８

日
部

Ｖ

区２
層

１
第

Ⅲ 竹渕遺跡第 5次調査 (TK95-5)

4)出土遺物観察表

・凡例 粒径― L lmm以 上 M05～ l mm未満 S05mm未 満 量―◎多量 ○多い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土
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・凡例 粒径一し l mm以上 M05～ l mm未満 S05mm未 満 量―◎多量 ○多い △少ない ▲希少 ※赤一赤色酸化土

還
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版
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号

器 種
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器高

底径

()復元値

調整・手法 色調 胎   土

焼成

保存

残
　
　
存
　
　
率

備 考

地 区

外面

内面

外面

内面

素

　

　

質

長

　

　

石

石

　

　

英

雲

　

　

母

角

閃

石

チ

ャ

ー

ト

そ

の

他

17
土師器
甕

(220) 外面 ;口縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

内面 :回縁部 ヨコナデ。体部粗
いハケナデ

赤褐色

淡茶灰色

良

好

△
S

良好

縁

　

８

日
部

Ｖ

1・ 2C区
第 9層

土師器

甕

(221) 外面 :回縁部ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。体部上半に 1条の波状
文。

内面 !回縁部上半 ヨコナデ、中

淡灰褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
M
△
S

良好

回縁

部
1/8

回縁部煤付

着
1・ 2C区
第 9層

土師器

甑

(258) 外面 1口縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

内面 :口縁部 ヨコナデ。体部ナ

淡灰褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

日縁

部
1/10

1・ 2C区
第 9層

土師器

甑

(256) 外面 :日縁部ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

内面 :□縁部 ヨコナデ。体部ナ

デ 。

淡灰褐色
や
や
粗

○
S

△
Ｓ

良好

縁

　

８

日
部

Ｖ

1・ 2A区
第 9層

四
土師器

甑

外面 :乱方向のハケナデ。

内面 :ナ デ。

淡灰褐色

黒褐色

や
や
粗

Ｏ

Ｓ
△
M

▲
Ｍ

良好
手

存

把

完
1・ 2B区
第 9層

土師器

鉢

(368) 外面 :日縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

内面 :回縁部 ヨコナデ。体部ハ

ケナデ。

淡赤褐色
や
や
粗

○
S
▲
Ｍ
Ｉ
Ｌ

盗
S

良好

縁

”
部

１２

日
部

体

７

1・ 2C区
第 9層

瑞訪

166
杯部高 52

外面 :日縁部 ヨコナデ。杯部ハ

ケナデ。

内面 :回縁部 ヨコナデ。杯部風

化のため調整不明瞭。

赤褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｌ

△

Ｓ

Ｉ

Ｍ

▲

Ｓ
良好

部

存

杯

完
区

層

Ｂ

ｌ０

１
第

四
須恵器

杯蓋

112
40
外面 :天丼部2/3回 転ヘラケズ
リ。他回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

暗青灰色
精
良 堅緻

天丼部外面
ヘラ記号 ト

2D区第 9
層

須恵器

杯蓋

０ ４

４ ２

一

外面 :天丼部2/3回 転ヘ ラケズ

リ。他回転ナデ。

内面 1回転ナデ。

淡青灰色
良

好

△
Ｓ
Ｉ
Ｌ

堅徹 [/4

天丼部外面

陣 略 りゞ1・

2B区第 9
層

四 縛橋

０ ６

４ ４

一

外面 :天丼部2/3回 転ヘラケズ

リ。他回転ナデ。
内面 :回転ナデ。

淡青灰色
良

好

Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｍ

堅緻

天丼部～日縁

部外面灰かぶ

り1・ 2B区
第9層

四 郷艦

の

一　
一

外面 !天丼部2/3回 転ヘ ラケズ

リ。他回転ナデ。

渋灰色

白灰色

良
好

△
Ｍ

良好 1/3
1。 2A区
第 9層

四 爛橋

め

一　
一

外面 :天丼部2/3回 転ヘラケズ

リ。他回転ナデ。

内面 :回転ナデ。

灰色
精
良 良好

内外面に灰
かムゞ り
1・ 2C区
第 9層

鶴儘

(108) 外面 :天丼部2/3回 転ヘ ラケズ

リ。他回転ナデ。

内面 :回転ナデ。

暗灰色
や
や
粗

○
S
I

L
良好

区２
層

１

第

須恵器

杯身

(108) 外面 :は体部2/3回 転 ヘラケバ
リ。他回転ナデ。

内面 :回転ナデ。

暗灰色
精
良 良好

底体部灰か

なゞ り
2A区
第 9層

須恵器

杯身

(110) 外面 :底体部2/3回 転ヘ ラケズ

リ。他回転ナデ。

内面 1回転ナデ。

灰色
良
好 閉

開

底体部上半

赤色顔料塗

布 1・ 2B
区 第 9層
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素

　

　

質
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石

石

　

　

英

奎
本
　

　

母

角
　
閃
　
石

そ

の

他

四 鶴稽

(122) 外面 :底体部2/3回 転ヘ ラケズ
リ。他回転ナデ。

内面 1回転ナデ。

灰色 良

好

△
Ｓ
Ｉ
Ｌ

堅 級
1・ 2C区
第 9層

四 鶴腸

①

一　
一

外面 :底体部4/5回 転ヘ ラケズ
リ。他回転ナデ。

内面 :回転ナデ。

灰色
良

好

▲
Ｍ

堅級
1。 2C区
第 9層

・凡例 粒径― L lmm以 上 M05～ l mm未満 S05mm未満 量―◎多量

Ⅲ 竹渕遺跡第 5次調査 (TK95-5)

○多い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土

3.ま とめ

今回の発掘調査は小面積であったにも拘わらず、古墳時代中期末～後期初頭・平安時代中期

以降に比定される遺構 。遺物が検出され、竹渕遺跡内における当該期の集落の動向を知るうえ

で貴重な資料を提供する結果となった。

古墳時代中期末～後期初頭の集落については、当調査地の南東約420m地点で行われた第 3

次調査 (T K92-3)で同時期の方墳が 1基検出されているほか、南東約300m地点で行われ

た第 1次調査 (T K82-1)で は堅穴住居・土坑・溝・小穴を中心とした古墳時代後期中葉以

降の居住域が検出されている。なかでも、第 1次調査 (T K82-1)で 検出されたSD-1か

らは土師器・須恵器類が多量に出土しており、これらの集落形成を推進した氏族の安定した生

活基盤を一端を示すものと理解されている。今回の発掘調査で検出した遺構群は、第 1次調査

(T K82-1)で 検出された集落よりわずかに古い時期 (古墳時代中期末～後期初頭時期)の

集落であることから、古墳時代後期中葉段階に当調査地付近から第 1次調査 (T K82-1)地

付近に集落が移動 したことが明らかとなった。

平安時代中期以降の集落については、当調査地の東約100m地点で行われた第 4次調査 (TK

95-4)で当該期の遺物包含層の存在が確認

されている程度で不明な点が多い。

一方、北壁のY15.5付近で検出した噴砂痕

については、第11層から第 8層に達するもの

で、 5世紀後半から6世紀初頭の遺物を包含

する第 9層を切ることから、 6世紀初頭以降

の地震によるものと推定され、記紀にみる推

古 7年 (599)の地震に対応する可能性が考

えられる。
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Ⅲ 竹lktl遺跡第 5次調査 (TK95-5)

調査区全景 (東から)

SK-1・ SK-2検 出状況 (南から)



SK-3・ SP-1・ SP-2検 出状況 (南から)

SK-4。 SK-5。 SP-3・ SP-4検 出状況 (南から)
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Ⅲ 竹渕遣跡第 5次調査 (TK95-5)

SK-1(1)、 SK-4(2・ 7・ 8・ 10)、 第 9層 (15・ 17・ 19・ 20。 22)、 第10層 (23)出土遺物
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版
三
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第9層 (21・ 24・ 26～ 28・ 32・ 33)出土遺物
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例

1.本書は、大阪府八尾市光町 2丁 目20番。22番で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査

の報告書である。

口

1.

1.

1.

1.

1.

本書で報告する東郷遺跡第49次調査 (T G95-49)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋727-3号  平成 7年 3月 16日 )に基づき、財団法人八尾市文

化財調査研究会が岡田徳一氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年 6月 14日から6月 23日 (実働 8日 間)にかけて、原田昌則を担当者と

して実施した。調査面積は140Hrを測る。調査においては垣内洋平 。岸田靖子・西田真紀

が参加した。

内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 8年 9月 30日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―沢村妙子 図面 トレースー北原清子。

本書の執筆・編集は原田が行った。
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Ⅳ 東郷遺跡第49次調査

Ⅳ 東郷遺跡第49次調査 (TG95-49)

(T G95-49)

1.は じめに

東郷遺跡は、旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川に狭まれた低位沖積地の標高 8～ 9m

に展開する弥生時代中期から鎌倉時代に至る複合遺跡である。現在の行政区画では、八尾市中

央部の本町 1・ 7丁 目、北本町 2丁 目、東本町 1～ 5丁目、光町 1・ 2丁 目、桜ケ丘 1～ 3丁

目、荘内町 1・ 2丁 目一帯の東西1 3km、 南北0 9kmが その範囲とされている。東郷遺跡周辺で

は南東に小阪合遺跡、南に成法寺遺跡、西に久宝寺遺跡、北に萱振遺跡が位置している。

本遺跡は、昭和46年に八尾市東本町 2丁 目の光明寺東側道路で行われた水道工事に際して、

奈良時代の墨書人面上器が出土したことに端緒を発している。その後、発掘調査により遺跡の

実態が明らかにされるのは、昭和55年の近鉄八尾駅の現地点への移転以降のことで、駅の北部

を中心に急速な市街化の進行に伴う開発行為が顕在化したことによるものである。さらに近年

においては、やや沈静化 した近鉄八尾駅北部から開発行為が周辺に拡大する傾向が顕著で、発
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掘調査件数も増加 しており、八尾市域遺跡のなかで最も発掘調査件数が多く、遺跡の実態が比

較的明らかな遺跡の一つと認識されている。これまでの発掘調査で本遺跡が、弥生時代中期か

ら鎌倉時代に至る複合遺跡であることが確認されている。なかでも、近鉄八尾駅の北部を中心

とする古墳時代前期 (庄内式期・布留式期)～古墳時代後期に至る集落の動態や、遺跡の東部

で検出された飛鳥時代後半 (7世紀中葉)の創建とされる東郷廃寺の存在は特筆に値するもの

である。

このような情勢下、八尾市光町 2丁 目20、 22番において、岡田徳一氏から共同住宅の建設を

行う旨の届出が市教育委員会文化財課へ提出された。申請地点は遺跡推定範囲ほぼ中央部に位

置し、西隣では昭和57年度に行った第11次調査 (T G82-11)で 、古墳時代前期の竪穴住居 3
註 1

棟を中心とする居住域の一部が検出されており、これらの居住域の広がりが申請地にまで及ぶ

ものと推定された。これらの既往調査の結果から、市教育委員会では、当該地の掘削工事に際

して発掘調査が必要であると判断し、事業者と協議を重ねた結果、工事部分で遺跡が破壊され

る部分を対象として、発掘調査を実施することが両者間で合意された。以上の経緯を踏まえ、

発掘調査を実施するに至ったもので、八尾市教育委員会・事業者 。 (財)八尾市文化財調査研

究会の三者協定に基づき、(財)八尾市文化財調査研究会が事業者から委託を受けて発掘調査

を行うことになった。

2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に先立って実施したもので、建築予定建物に沿って東西幅 6

m、 南北幅23mの調査区を設定した。なお、調査地内での残土処理の関係から調査区を南区と

北区に三分する方法をとった。調査地の地区割りについては、調査地の北西隅のXO・ YO地

点を基点として東西10m、 南北25mに わたって設定した。一区画の単位は5m四方で、東西方

向はアルファベット (西からA・ B)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 5)で示 し、地区の

表示は lA～ 5B地区と呼称 した。地点の表示には、東西線 (XO～ X25)。 南北線 (YO～

Y10)の交点の数値を使用した。掘削に際しては、現地表下約1,7m前後までを機械掘削 した

後、以下の03mに ついては、入力掘削を行い遺構。遺物の検出に努めた。調査の結果、現地表

下17～ 1.9m(標高63～6.lm)付近に存在する第 5層上面で弥生時代中期の土坑 1基 (SK―

1)、 古墳時代前期 (庄内式期)の土坑 1基 (SK-3)・ 溝 1条 (SD-1)、 鎌倉時代の井

戸 1基 (SE-1)、 近世の土坑 4基 (SK-2・ SK-4～ SK-6)・ 溝 4条 (SD-2

～SD-5)・ 刈ヽ穴 2個 (SP-1・ 2)を検出した。遺物は遺構内および第 2層～第 4層か

らコンテナ箱 1箱程度が出上 している。
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2)基本層序

調査地点付近は今回の調査でも明らかなように、弥生時代以降の堆積が比較的緩慢な地域で

あったようで、客土を除けば旧耕土以下約0.6m付近に弥生時代中期の遺構の存在が認められ

ている。このような堆積状況や、各時期の遺構密度が粗いことも相倹ってこの地点では良好な

包含層を形成するに至っていない。ここでは、普遍的に存在 した 5層を基本層序とした。

第 0層 客土。層厚14m前後。上面の標高はT,P.+76m。

第 1層 5BG3/1暗青灰色砂質シルト。層厚01～ 02m。 旧耕土。

第 2層 5BG6/1青灰色シル ト質粘土。層厚01m。 床土。

第 3層 5BG7/1明青灰色砂質シルト。層厚0,1～0.25m。 酸化鉄が斑点状に沈着 している。

中世～近世の遺物が極小量含まれている。

第 4層 2 5GY8/1灰 白色シルト。層厚0.1～0.2m。 古墳時代前期～中世に比定される遺物

が極小量含まれている。

第 5層  7.5GY8/1明緑灰色極細粒砂。層厚0,2～0.3m。 遺構検出面。

3)検出遺構と出土遺物

井戸 (SE)

SE-1

調査区北西部で検出した。上

面の形状が東西方向に長い楕円

形を呈するもので、西部は調査

区外に至るため不明である。検

出部分で東西径1.95m、 南北径

1.85m、 深さ 1.Omを 測る。断

面形状は逆台形である。埋土は

不均質な 3層がほば水平に堆積

しており、最下層は粗粒砂が優

勢な湧水層に達 している。遺物

は最下層から鹿の角が出土した

ほか、上層からは土師器小皿、

瓦器小皿の小片が極小量出土 し

ている。時期的には鎌倉時代に

比定されるものと推定されるが

0         1m
l N8/灰 白色砂質シルトと
10Y R5/2灰黄褐色粘土質シルトの互層
2 N8/灰白色砂質シルトと25GY7/1明 オリーブ灰色粘土質
ンルトの互層 (土師器小皿出土)
3 N7/灰 白色シルトとN7/灰白色粘土質ンルトの互層
(鹿の角出土)

第 3図 SE-1平 断面図
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Ⅳ 東郷遺跡第49次調査 (TG95-49)

詳細は不明である。井戸としたが、埋土の堆積状況からみれ

ば掘削直後に埋め戻されたようで、 しかも鹿の角が最下部か

ら出土 していることから、井戸以外の性格を有する遺構の可

能性が考えられる。そのうち図化 し得た遺物は瓦器小皿 1点

(1)である。小片のため不明な点が多いが、形態か らみて

おおむね12世紀後半前後の所産と推定される。

土坑 (SK)

SK-1

3A地区で検出した。南部がSD-1に 切られており、西部が調査区外に至るため全容は不明
である。検出部分で東西幅0,7m、 南北幅16m、 深さ0.lmを測る。埋土は灰白色砂質シル トの

単一層である。遺物は弥生時代中期後半 (畿内第Ⅳ様式)に比定される壺・甕 。高杯等が出土

している。全て底面に張り付く形で出土 しており、一括性の高い土器群と言える。

そのうち図化し得た遺物は広日長頸壺 1点 (2)、 甕 1点 (3)、 底部有孔甕 1点 (4)、 台

付鉢 (5)の 4点 (2～ 5)である。(2)は大型の広日長頸壺である。全体に保存状況は不

第 4図 SE-1出土遺物実測図

TP+蒜

%
l N7/灰 白色砂質シルト

第 5図 SK-1平 面図および遺物出土状況
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良であり、器壁面の剥離が著しい。日縁部の形態は端部が上部に垂下するもので、端面は多条

の凹線文と円形浮文で飾られている。頸部外面は下部が 4条からなる幅広の凹線文、上位が波

状文が施文されているほか、頸部内面の上半は不明瞭ではあるが列点文が一周するものと推定

される。体部外面上半は簾状文が施文されているが、以下については器面剥離のため不明であ

る。焼成は不良で赤褐色の色調を呈する。形態や施文方法の特長や、胎土中に結晶片岩を含む

ことから紀伊地域のなかの紀北産と考えられる。(3)は大型甕で底部は欠損する以外は約1/

2が残存 している。体部外面は保存状態は不良で器壁面の調整は不明瞭である。生駒西麓産で

ある。(4)は中型の底部有孔甕で一部が欠損するものの、ほぼ全容を知る得ることが可能で

ある。日径13.3cm、 器高22 8cm、 体部最大径16.5cm、 底部径5.5cmを測る。生駒西麓産である。

第 6図 SK-1出 土遺物実測図
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Ⅳ 東郷遺跡第49次調査 (TG95-49)

(5)は台付鉢の脚部で1/2以上が残存している。裾部径11.5cm、 脚部高8 4cmを測る。裾部外

面の中位以下に円形竹管文を多用した施文が行われている。土器群の時期については、生駒西

麓産の (3～ 5)が広瀬和雄氏による亀井遺跡を中心とした弥生土器編年の中期6に対比され、

寺沢薫・森井貞雄両氏による河内地域の弥生土器編年の河内Ⅳ-3様式に対応するものと考え
註 2

られる。なお、紀北産とされる広口長頸壺 (2)が土井孝之氏編年の紀伊Ⅳ-1様式に対比さ
註 3

れ、両地域の編年の併行関係においても矛盾するものでない。

SK-2

3B地区で検出した。東部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西幅0.3

m、 南北幅1lm、 深さ007mを測る。埋土は灰黄褐色シルトである。遺物は出土 していない。

SK-3

調査区の北部で検出した。検出部分では不定形を呈するもので、北部がSD-5、 西部がS

E-1、 南部がSK-5に 切られている。検出部分で東西幅175m,南北幅075m、 深さ0,12

mを測る。埋土は灰黄褐色シルトの単一層である。遺物は古墳時代前期の土器類の小片が極少

量出土している。

SK-4

SK-3の 東部で検出した。東部が調査区外に至るため全容は不明である。検出部分で東西

幅0.35m、 南北幅 1.4m、 深さ0.lmを測る。埋土は明オリーブ灰色シル トの単一層である。遺

物は出土 していない。

SK-5

南北方向に溝状に伸びるもので、北部でSK-3を 切っており、南西部でSD-4に 切られ

ている。東西幅0.35m、 南北幅1.4m、 深さ0.07mを測る。埋土は明オリーブ灰色シルトの単一

層である。遺物は弥生土器・須恵器等の小片が極少量出土している。

SK-6

SK-5の 西側で検出した。 SK-5と 同様、南北方向に溝状に伸びるもので、南部の一部

がSD-4に 切られている。東西幅03m、 南北幅1.lm、 深さ0.07mを 測る。埋土は明オリー

ブ灰色シルトの単一層である。遺物は出土 していない。

溝 (SD)

SD-1

調査地の中央部から南部で検出した。北西―南東方向に伸びるもので、検出長4.4m、 幅

2,75m、 深さ0.6mを測る。断面の形状は逆台形で底部はほぼ平坦である。埋土は 7層 (第 10

層～第16層)か ら成るもので、第15層で粗粒砂の堆積が認められる以外はシル ト～粘土質シル

トが優勢な土層が堆積 している。遺物は第16層から弥生時代中期後半 (畿内第Ⅳ様式)の土器
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75GY3/1明緑灰色砂質ンルト (布留式甕出土)
10G Y3/1明緑灰色シルト
N7/灰 白色シルト
N6/灰色粘土質シルト
N7/灰 白色粘土質ンルト
N8/灰 白色シルト～粗粒砂
10Y R4/1褐灰色粘土質シルト

(小型丸底壺出土)

第 7図 SD-1西 断面図

第 8図 SD一
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類が出土した他、第10層 。第15層からは古墳時代前期 (布留式古相)の土器類が極少量出土し

ている。なお、西側に隣接する地点で行われた第11次調査 (T G82-11)で検出されたSD―

1と 同様の溝と推定される。図化した遺物は弥生土器―壺1点 (6)、 甕 2点 (7・ 8)、 高杯

1点 (9)、 土師器―小型丸底壺 1点 (10)、 布留式甕 1点 (11)の 6点である。弥生時代中期

後半 (畿内第Ⅳ様式)に比定される土器群は全て最下層の第16層から出土した。 (6)は短い

頸部が外方向に開く広口壺である。上下に拡張する日縁部端面に3条の凹線文と日縁部内面上

半に列点文が施文されているほか、頸部中位から体部にかけては葉状文が施文されている。生

駒西麓産である。(7)は 口縁部から体部上半にかけて残存する甕の小片である。形態的には

短く伸びる頸部から屈折した後、端部が上方に小さく拡張される甕である。生駒西麓産である。

(8)は 回縁部が屈折するもので、端部は尖り気味に終わる。器壁面が風化しており調整等は

明確でない。生駒西麓産である。(9)は高杯脚部の小片である。非生駒西麓産である。古墳

時代前期 (布留式古相)の ものは小型丸底壷 (10)が第15層、布留式甕 (11)が第10層から出

土している。 (10)

は小型丸底壺の日縁

部から体部にかけて

の小片である。残存

部分から、半円形の

体部に大きく開く口

縁部が付く形状が想

定される。中河内に

おける古式上師器の

分類の小型壺B3に
註 4

あたり布留Ⅱ期に盛

8

1出土遺物実測図

0               10cm
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行する器種である。(11)は布留式甕の回縁部の小片である。甕 F2に分類されるもので、 (10)

と同時期に盛行するものである。 2点共にローリングを受けており器面調整は不明である。

SD-2

2・ 3A地区から2B地区にかけて東西方向に直線的に伸びるものである。構築面は第 1層

で、客上が行われた近年まで機能を果たしていた溝である。断面の観察では北側に上幅で約0

4mを測る里道が付随していたようである。また、この溝の両岸付近には流路方向に沿 って木

杭が多数打たれていた。調査では最下部を検出したに過ぎないが、断面部分では幅2.65m、 深

さ07mを測る。埋土は灰色粘質シル トの単一層である。遺物は須恵器、瓦器、国産陶器・ 磁

器等の小片が少量出土した。

SD-3

SD-2の 北側で検出した。 SD-2に 並行して伸びるもので、SD-2同 様、第 1層を構

築面としている。なお、sD-3の 廃絶後にSD-2が 開削されたことが断面観察から明らか

である。断面部分での数値は幅21m、 深さ0.5mを測る。埋土は 4層から成る。遺物は須恵漁

土師器、瓦器、国産磁器等の小片が少量出土 している。

SD-4

SD-3の 北側で検出した。東西方向に伸びるもので、検出長3.lm、 幅02m、 深 さ005m

を測る。断面形状が浅いU字状を呈するもので耕作に関連 した小溝と推定される。埋土は明青

灰色砂質シル トである。遺物は陶器の小片が極少量出土したが時期は不明である。

SD-5

調査区の北部で検出した。南部でSK-3を 切り、西部ではSE-1に 切られている。検出

長22m、 幅0.5m、 深さ0.lmを測る。埋土は明オリーブ灰色シルトである。遺物は出土 してい

ない。

/1ヽ穴 (SP)

SP-1

SE-1の 南東部で検出した。円形を呈するもので、径03m、 深さ027mを 測る。埋土は

明青灰色粘質シルトである。遺物は出土 していない。

SP-2

2A地区で検出した。南部でSD-3を 切っている。円形を呈するもので、径0.25m、 深さ

0.05mを測る。埋土は青灰色砂質シル トである。遺物は出土 していない。
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・凡例 粒径― L lmm以 上 M05～ l mm未満 S05mm未 満 量―◎多量 ○多い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土
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3。 まとめ

今回の調査では、弥生時代中期後半、古墳時代前期、鎌倉時代、近世に比定される遺構 。遺

物を検出した。

弥生時代中期後半 (畿内第Ⅳ様式)に比定されるものとしては、SK-1が ある。東郷遺跡

内では、包含層や河川内からの出土遺物を除けば、この時期の遺構としては本調査地の西約20

0m地点で実施された第15次調査 (T G83-15)の 土坑 2基が唯―であった。今回、新たにこ
註 5

の時期の資料を加えた結果、広範囲にわたって集落が存在する事実が明らかになった。しかし、

既往調査の成果から推定すれば、遺構分布は散発的でしかも限定されていることから、短期間

で小規模な集落であったと言わざるを得ない。なお、SK-1か らは生駒西麓産の土器群と共

に紀伊産の広日長頸壺 (2)が出土しており、交流の一端や土器の併行関係を知るうえで貴重

な資料を提供している。

古墳時代前期の遺構はSD-1、 SK-3が 検出されたのみであり、遺物包含層からもこの

時期の遺物出土は希薄であった。本調査地の西側に隣接する地点で行われた第11次調査 (TG
註 6

82-11)では竪穴住居を中核とする遺構群が検出されている事実からすれば対照的であり、当

調査地付近がこの時期の集落の東端を占めていたものと推定すれば、 SD-1が 集落を区画す

る溝であった可能性が高い。

鎌倉時代の遺構としては、SE-1が ある。井戸としたが、掘削直後に埋め戻されたことが

堆積状況から明らかであり、さらに最下層に鹿の角が埋置されている等から丼戸以外の機能を

果たした遺構の可能性が高い。

近世時期の遺構としては、耕作に関連 した遺構が中心で、中世時期以降の当地における土地

利用を示すものとして注目される。

註記

註 1 高萩千秋 1989「八尾市埋蔵文化財発掘調査報告 昭和63年度 I東郷遺跡 (第■次～第16次・第18

次調査)」『 (財)八尾市文化財調査研究会報告17』 (財)八尾市文化財調査研究会

註2 寺沢 薫・森井貞雄 1989「各地域の様式 1河内地域」『弥生土器の様式と編年 近畿編 I』 木耳社

註3 土井孝之 1989「各地域の様式 3紀伊地域」『弥生土器の様式と編年 近畿編 I』 木耳社

註4 原田昌則 1993「八尾市埋蔵文化財調査報告Ⅱ久宝寺遺跡 (第 1次調査)」『 (財)八尾市文化財調

査報告37』 (財)八尾市文化財調査研究会

註5 前掲註 1

註6 前掲註 1
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調査区北部遺構検出状況 (南から)

調査区南部遺構検出状況 (北から)
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SK-1 検出状況 (東から)

SE-1 検出状況 (西から)



SK-1(2～ 5)出土遺物

SD-1(6～ 10)出土遺物
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例 口

1.本書は大阪府八尾市東本町 4丁目26番地-1の一部,35番地-3で実施 した事務所新築工

事に伴う発掘調査である。

1.本書で報告する東郷遺跡第51次調査 (T G95-51)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第埋683-3号  平成 7年 3月 13日 )に基づき財団法人八尾市文化財

調査研究会が桐山二郎氏から委託を受けて実施したものである。

1.現地調査は平成 8年 3月 19日 から3月 28日 にかけて、高萩千秋が担当者として実施した。

調査面積は175nfを測る。なお、調査においては八田雅美 。中村百合 。西岡千恵子・市森

千恵子が参加した。

1.本書に関わる業務は、遺物実測 。図面レイアウト・ トレースー中村・西岡・市森が行った。

1。 本書の執筆・編集は高萩が行った。

本 文 目 次
十

1. イよ じ わら |こ・
¨ 中 ●●●中 中 ●中 中 い 中 中 中

“
中 い

… … … … … … … ・・ … … … … … … … … … … … … … … …
・ … … … … … … … … … … …・・ …・ 57

2.調査概要……………………………………………………………………………………………58

1)調査の方法と経過………………………………………………………………………………58

2)基本層序…………………………………………………………………………………………59

3)検出遺構と出土遺物……………………………………………………………………………59

4)遺構に伴わない出土遺物………………………………………………………………………63

5)出土遺物観察表……………………………………………………………………,・・…………64

3.ま とめ………………………………………………………………………………………………65



V 東郷遺跡第51次調査 (TG95-51)

V 東郷遺跡第51次調査 (T G95-51)

1.は じめに

東郷遺跡は八尾市のほぼ中央に位置し、現在の行政区画では東本町 1～ 5丁 目、北本町 2丁

目、光町 1・ 2丁目、桜ケ丘 1～ 4丁目、荘内町 1・ 2丁目一帯にあたる。地形的には旧大和

川の主流であった玉串川と長瀬川に挟まれた沖積地上に位置する。当遺跡の周辺には西に久宝

寺遺跡、南に成法寺遺跡、北に萱振遺跡、南東に小阪合遺跡が隣接 している。

0       1oo m

―第 1図 調査地位置図及び周辺図
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当遺跡内では現在までに八尾市教育委員会および当調査研究会によって、50件の発掘調査を

実施している。その結果、弥生時代中期～近世に至る複合遺跡であることが判明している。特

に古墳時代初頭～前期の集落構成に関する遺構や他地域との活発な交流を示す遺物の出土など

が確認されている。

今回の発掘調査は当遺跡範囲の南部付近に位置する東本町 4丁目内の貸事務所新築工事に伴

なうもので、当調査研究会が当遺跡内で実施する第51次調査である。調査地の近隣では、平成

6年度に実施 した当調査研究会第46次調査 (T G94-46)が北西側 (約100m)位置する。そ

の調査では古墳時代前期～近世に比定される土坑 。溝等を検出している。また、遺跡名が異な

るが南側 (約100m)の成法寺遺跡での調査では、大阪府教育委員会が昭和62年度か ら府道平

野高安線拡幅工事に伴なう発掘調査を断続的に実施している。その結果、弥生時代中期の方形

周溝墓 (甕棺)、 古墳時代前期の集落遺構・周溝墓などを検出している。

2.調査の概要

1)調 査の方法と経過

今回の調査は、建物基礎工事によって破壊される部分に縦125m× 横14m(面積約175ご )

調査区を設定 した。掘削の方法は市教委の遺構確認調査結果をもとに、現地表 (T,P,+8.6m)

下04m前後の土層を機械により排除した後、以下015m前 後の土層について人力掘削および

精査を実施 し、遺構 。遺物の検出に努めた。さらに、調査対象面の調査が終了後、調査区中央

付近に下層確認 トレンチを設定 し、深部の地層状況を確認 した。

地区割りについては、西に任意の基準点を設定し、南北軸を磁北に合わせ、調査区範囲を包

括できる南北20mの範囲に 5m角の方眼を作成 し、記録保存を実施した。

八
尾
市
中
央
線
築
造
工
事
中
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2)基 本層序

第 1層 耕土 (層厚15cm)。 耕作上である。調

査前まで水田稲作としており、周辺地

より、0.8m前後低い。

第 2層 灰色細砂混粘質土 (層厚10cm前後 )。

耕作上の床土。

第 3層 灰色粘質土 (層厚5～ 40cm)。 褐色の斑

点がみられる。中世の耕作上である。

南西部が厚 く堆積する。

第 4層 明褐灰色粘質土 (層厚30cm前後 )。 調

査区の北東部のみでみられる土層であ

る。

第 5層 茶褐色粘質土 (層厚0～ 10cm)。 古墳時

代初頭の包合層である。調査区の南西

部では第 3層により削平されており、

存在しない。

第 6層 青灰色粘質土～淡茶灰色粘質土 (層厚

15cm前後)。 古墳時代初頭～中世の遺

構検出面。

耕土

床土 (灰色細砂混粘質土)

灰色粘質土 (褐色斑点有り)

明掲灰色粘質土

茶褐色粘質土

青灰色粘質土～淡茶灰色粘質土

淡茶灰色粘質シルト

青灰色シル ト

灰色粘土

青白色微砂

第 3図 基本層序柱状図

TP+80m

１

２

３

４

５

６

７

８

９

‐０

第 7層 淡茶灰色粘質シル ト (層厚15cm前後)。

第 8層 青灰色シル ト (層厚10～ 20cm)。

第 9層 灰色粘土 (層厚10～ 20cm前後)。 粘着性の強い粘土である。

第10層 青白色微砂 (層厚100cm以上)。 あまり不純物を含まないきれいなシルト層である。

下部付近から地下水が吹き出し、 トレンチの壁面崩壊が著 しくなり、これより以下
の上層についての観察はできなかった。

3)検出遺構と出土遺物

調査の結果、現地表下0.5～06m(標高8.0～ 81m)の第 6層上面で古墳時代初頭の溝 3条

(SD-301～ 303)、 第 4層上面で鎌倉時代後期の上坑 3基 (SK-201・ 202)・ 溝 2条 (SD―

201・ 202)・ 小穴 1個 (SP-201)を 検出した。第 3層上面で溝 1条 (SD-101)を 検出し

た。遺物は遺構及び包含層内からコンテナ箱にして約 2箱分を出土 した。以下、検出した遺構

について記す。
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第4図 検出遺構平面図

古墳時代初頭の検出遺構

溝 (SD)

SD-301

調査区の北東部 (2b区)で検出した溝で、南東―北西の方向に伸び調査区外に至る。検出

面は第 6層上面からの切り込みで、検出長約4.Om、 幅約2.Om、 深さ約07mを測る。堆積土は

大きく3つ大別できる。上層は暗褐色細砂混粘質土、中層は灰茶色シル ト・淡灰茶色細砂 。淡

茶灰色シルト・青灰色粘質シルトである。下層は暗灰青色細砂混粘土で植物遺体および土器片

が多く含まれる層である。これらの堆積状況から言えることは、この溝が機能 したある時期は

帯水した状態ないしはゆっくりとした水の流れであったことが下層の堆積状況から確認できる。
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その後、溝は流れが早くなったのかそれとも洪水によるものなのかは不明であるが短期間に埋

没した土層の堆積状況がみられる。上層は溝がほぼ埋没し浅く残った部分に水が溜り、ゆっく

りと埋まっていったものと思われる。

遺物は下層より古墳時代初頭 (庄内式新相)に比定される庄内式甕 (1～ 6)・ 四国地方の

甕 (7)・ 吉備地方の甕 (8)と 台付有孔鉢 (9)・ 器台 (10～ 12)。 高郭 (10。 土錘 (10

などを出土している。土器は磨滅痕がみられないことや完形に近いものも出土 しており、近接

地で破棄されたものと考えられる。

∩
―――‐
翅

◎

第 5図  SD-301出土遺物実測図
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SD-302

調査区の北西部 (2a・ b区)で検出した南西―北東の方向に伸びる溝である。南東は途切れ、

SD-303が クロスする。北西は調査区外に至る。検出面は第 5層上面からの切 り込みで検出

長約4.Om、 幅04～0.6m、 深さ約0.lmを測る。堆積土は暗褐灰色粘質土である。遺物は庄内

期の土器の小片をごく少量出上 している。

SD-303

調査区の北西部 (2a・ b区)で検出した南東―北西の方向に伸びる溝である。検出面は第 5

層上面からの切り込みで、検出長約8.Omで ある。中央付近でSD-302が クロスする。南東 。

北西ともに調査区外に至る。幅0.35～0.5m、 深さは約0,lmを測る。堆積土は暗褐灰色粘質土

でSD-302と 同一土層である。遺物は庄内期の土器の小片をごく少量出土 している。

鎌倉時代後期の検出遺構

土坑 (SK)

SK-201

調査区の北西部 (lbス)で検出した土坑である。平面形は南部に突起のある楕円形を呈 し、

西側で溝 (SD-201)が伸びる。検出部の規模は径1.2～ 1.4m、 深さ03mを 測る。断面は逆

台形を呈し、淡灰色粘土が堆積する。遺物は土坑内部から平瓦の小片を 1点沙量出土している。

SK-202

調査区SK-201(lc区 )の南部で検出した土坑である。平面形はほぼ円形を呈 し、径0.8～

0.9m、 深さ0.3mを測る。断面は逆状形を呈する。西側で溝 (SD-202)が 伸びている。堆

積土は淡灰色粘土である。遺物は内部から鎌倉時代以降の平瓦片を少量出土している。

SK-203

調査区東部付近 (2c区)で検出した土坑である。平面形はやや楕円形を呈 し、径05～0.8m、

深さ約0.2mを測る。断面は浅い皿形を呈する。堆積土は淡灰色粘上である。遺物は出土 して

いないがSK-201と 同一層であり、同時期のものと思われる。

SP-201

調査区北部 (2a区)で検出した。平面形は円形を呈し、径03m、 深さ0.3mを測る。断面は

逆台形を呈する。堆積土は淡灰色粘土 (褐色の斑点有り)である。遺物は出土していないがsK―

201と 同一層であり、同時期のものと思われる。

SD-201

調査区の北西部 (lb区)で検出した溝で、 SK-201か ら西部の調査区外に伸びる。検出面

は第 4層上面からの切り込みで、検出長約1,7m、 幅0.4m、 深さ約0.lmを測る。堆積土は淡灰
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色粘土である。遺物は土師器の小片をごく少量出土 している。時期的には土坑 (SK-201)

と同時期のものと思われる。

SD-202

調査区の北西部 (lc区)で検出した溝で、 SK-202か ら西部の調査区外に伸びる。検出面

は第 4層上面からの切り込みで、検出長約2.Om、 幅03m、 深さ約0.lmを測る。堆積土は淡灰

色粘土である。遺物は土師器の小片をごく少量出土 している。時期的には土坑 (SK-202)

と同時期のものと思われる。

SD-203

調査区の北西部 (2・ 3c区)で検出した東西方向に伸びる溝である。西は調査区内で途切れ、

東は調査区外に至る。検出面は第 4層上面からの切り込みで、検出長約7.Om、 幅約02m前後

深さ約0.05m前後を測る。堆積土は淡灰色粘土で、第 3層の中世耕作土とほぼ同一土層である。

遺物は出上 していないが、土坑 (SK-201・ 202)と 同時期のものである。この溝は耕作に関

連する鋤溝などの性格のものと思われる。

近世の検出遺構

SD-101

調査区の南西部 (lc区)で検出した南東―北西方向に伸びる溝である。検出面は第 3層上面

の中世耕作土からの切り込みである。溝の両方向とも調査区外に至る。検出長約 7.Om、 幅06

～08m、 深さ約0.2mを測る。堆積土は灰色粘質土・乳灰色微砂～細砂の互層である。遺物は

出土 していないが中世耕作土の上面より切り込んでおり、それ以降の時期のものと考えられる。

また、この溝は堆積状況からみるがぎりでは氾濫により短時間でできたものと思われる。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 3層・第 5層で出土 した。第 3層は中世の耕作土で

ある。この土層内よりごく少量の土器片が出土している。

土器片はほとんど磨滅を受けており、器種の判別が困難

なものが大半である。判別できたものでは古墳時代前期

の土師器壺・甕、古墳時代後期～奈良時代の須恵器蓋爪

鎌倉時代以降の平瓦である。第 5層は古墳時代前期に比

定される土師器が含まれる層である。この土層は調査区

南部は第 3層の耕作土に削平されており、北部のみの堆

積である。遺物は古墳時代前期に比定される土師器を出

m

第 6図 遺構に伴わない出土遺物実測図
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5)出上遺物観察表

遺物番号

図版番号
器 種

径

高
口
器遇ω

調 整・技 法 色  調 胎 土 焼成 遺存状況 備 考

1 甕
土師器
SD-301

回径  14.8
回縁部内外面 ヨヨナデ、

体部外面 タタキ後ハ ケナ

デ、内面ヘラケズリ

暗灰褐色

2nm以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・雲母・角
閃石)

良好 回縁1/5

2

同上 日径 170

回縁部外面 ヨコナデ、 内

面 ヨコナデ後ハ ケナデ、

体部外面 タタキ (7本 /
cm)後ハケナデ、 内面 ヘ

ラケズリ

暗灰褐色

粒

む
角勘飴・雲母．

６ｍｍ以抄蛹醐
良好 底部1/6

3

同上 口径 180

回縁部外面 ヨコナデ、 内

面 ヨコナデ後ハケナデ、

体部外面 タタキ、 内面 ヘ

ラケズリー指頭圧痕

暗灰茶褐色

3mm以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・雲母 )

良好 口縁1/4

４

　

一二

同上 日径 106

回縁部外面 ヨコナデ、 内

面ヨコナデ後ハケナデ、

体部外面 タクキ後ハケナ

デ、内面ヘラケズリ

色

茶

褐

責

灰

灰

淡

淡

外

内

色

31BIt以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・角閃石・

雲母 )

良好 口縁1/5

５
　
　
一二

同上 口径 138

回縁部外面 ヨコナデ、 内

面 ヨコナデ後ハケナデ、

体部外面 タタキ後ハ ケナ

デ、内面ヘラケズリ

暗茶灰褐色

2mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・雲母・角

閃石)

良好 回縁1/5

６
　
　
一二

同上 日径 136

回縁部外面 ヨコナデ、 内

面ヨコナデ後ハケナデ、

体部外面 ダダキ後ハ ケナ

デ、内面ヘラケズリ

淡茶灰掲色

3mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・雲母・角

閑石)

良好 口縁1/4

7

同上 □径 150
回縁部外面 ヨコナデ・ ヨ
コナデ、内面 ヨコナデ、

体部内面ヘラケズリ
淡灰茶色

3mm以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・雲母・角

閃石)

良好 回縁1/5

８

　

一二

同上 回径 150
日縁部外面 ヨコナデ・ ヨ

コナデ、内面 ヨコナデ、

体部内面ヘラケズリ

外 :淡灰茶色
～明茶色

内 ;淡灰茶色

3mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石。角閃石・
望母ヽ

良好 底部 1/2

９

　

一二

台付有孔

鉢
土師器
SD-301

回径 176
郭部内外面ハケナデ、郭

部底部に焼成後穿孔 (径
8 mm)

乳黄灰色

2mm以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・雲母・赤

掲色酸化粒)

良好 郭部1/2

10 器台
土師器
SD-301

日径 140
器高

郭部外面ヘラミガキ、 内

面ヘ ラ ミガキ・放射状 暗

文、脚部外面ヘラミガキ、

内面ハケナデ

外 :暗灰茶色
～暗赤褐色

内 :灰茶褐色

5mm以下の砂粒
を多量 に含 む

(長石・雲母)

良好 完形

11

四
同上

脚部径106 郭部外面
ヘラミガキ、 内

面 ヘラ ミガキ・放射状 暗

文、脚部外面ヘラミガキ、

内面ハケナデ

暗茶灰色
5mm以下の砂粒
を少量含む

良好 啄部のみ

12

四
同上

脚部径 108
イ部外面ヘラミガキ、 内

面ヘ ラ ミガキ・放射状 の
ヘラミガキ、脚部外面ヘ

ラミガキ、内面ハケナデ、
四方孔のスカン

乳褐灰色

5mII以下の砂粒
を 少 量 含 む

(赤褐色酸イ的

良好
杯端部欠

損

13

四

高杯
土師器
SD-301

日径

郭部外面ハケナデ後 ヘラ

ミガキ、底面ヘラケズリ、
内面ハケナデ後 ヘ ラ ミガ

キ・放射状のヘ ラ ミガキ、

脚部外面ヘラミガキ、 内

面ナデ

外 :淡茶灰色
～灰赤褐色

内 :淡橙灰色
～灰色

5mm以下の砂粒
を多量 に含 む

(長石・雲母)

良好 脚部欠損

14

囲

土錘

土師器
SD-301

■

３

長

径
ナ デ 乳茶灰褐色

粒

む
色］藝的硼
良好 一部欠損

15

四

訪珊
包含層

口径 206
器高 143
脚部径140

内外面磨耗の為調整不明 淡茶褐色

0 5mШ以下の砂

粒を少量含 む

(長石・石英・チ

ャート)

良好 ほぼ完形
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土している。調査区北西部の試掘孔では完形に近い土器が東西方向に並んだ状態で確認され

ている。本調査でも試掘孔の北西側で高郭 (15)の ほぼ完形に近い状態で出土 している。

3.ま とめ

今回の調査区では古墳時代初頭～近世の遺構・遺物を検出することができた。古墳時代初頭

のものは中世の耕作土により調査区の大半が削平を受けた状態で検出した。調査区では北東部

が一番削平が少なかった部分である。逆に最も削平されていたのは南西部である。検出した古

墳時代初頭のベース面高で比較すると北東部が標高約8.2m、 南西部が標高約7.9mを 測り、約

0.3mの高低差があった。それは削平によるものなのかは明確にできないが、調査区南西部で

は古墳時代初頭の遺構および遺物は検出しなかった。周辺の調査では東部約300mの 当調査研

究会第26次 (T G89-26)・ 第42次 (T G93-42)の 調査、南部約100mの成法寺遺跡で昭和62

年度から断続的に行われている府道拡張工事に伴う府教委調査で同時期の集落遺構などを検出

しているが、北西部約100mの当調査研究会第46次調査 (T G94-46)や 当調査地で実施 した

市教委の遺構確認調査ではごく一部で確認された程度であり、当地付近は居住域とは考えにく

い。今回の調査で検出した溝から完形に近い土器・焼成後に穿孔した土器が含まれており、集

落域内に位置しているものと考えられる。これらのことから、当地周辺は墓域ないしは集落の

中心よりはずれた位置にあたるところであると思われる。

それ以降、古墳時代中期特平安時代の時期については削平を受けたものかは不明であるが、

今回の調査では確認できなかった。中世以降からは生産域として水田耕作の土地利用が現在ま

で続いていたものと思われる。

参考文献

山上 弘 19893「成法寺遺跡発掘調査概要・ⅣJ―八尾市高美町所在一 大阪府教育委員会
亀島重則 19903「成法寺遺跡発掘調査概要・ V」 大阪府教育委員会

高萩千秋 1988「 15.東郷遺跡」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』(財)八尾市文化調査研究
会報告16(財 )八尾市文化調査研究会

岡田清- 1995(財 )八尾市文化財調査研究会「Ⅱ 東郷遺跡(第42次調査)」『東郷遺跡 財団法人八尾
市文化財調査研究会報告48』 (財)八尾市文化調査研究会

岡田清- 1995(財 )八尾市文化財調査研究会「Ⅲ 東郷遺跡(第45次調査)」『東郷遺跡 財団法人八尾
市文化財調査研究会報告48』 (財)八尾市文化調査研究会

西村公助 1995(財 )八尾市文化財調査研究会「Ⅳ 東郷遺跡(第46次調査)」『東郷遺跡 財団法人八尾
市文化財調査研究会報告48』 (財)八尾市文化調査研究会
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15

SD-301(11～ 14)、 包含層 (15)出土遺物
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例

1.本書は、大阪府八尾市刑部 1丁目183.184で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査の

報告書である。

本書で報告する中田遺跡第31次調査 (N T95-31)の 発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋149-3号 平成 7年 10月 26日 )に基づき、財団法人八尾市文

化財調査研究会が田中政子氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年11月 6日 から11月 15日 (実働 8日間)にかけて、原田昌則を担当者と

して実施した。調査面積は120Hrを測る。調査においては垣内洋平・岸田靖子・中西明美・

西村和子 。松井三千子が参加した。

内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 8年 9月 30日 に完了した。

本書作成に関わる業務は、遺物実測―岸田1靖子・北原清子・沢村妙子・西日真紀 。辻野優

子、図面 トレースー北原、図版レイアウトおよび遺物写真撮影原田が行った。

本書の執筆・編集は原田が行った。
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Ⅵ 中田遺跡第31次調査 (N T95-31)

1.は じめに

中田遺跡は八尾市のほぼ中央部に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁 目、刑

部 1～ 4丁目、八尾木 1～ 6丁目付近の東西1 lkm。 南北0 8kmが その範囲とされている。

地理的には、河内平野内を北流した旧大和川の主流であった長瀬川と玉串川の両河川に挟ま

れて、南北方向に広がりを持つ低位沖積地上の南部に位置している。なお、遺跡内の微地形を

示せば、遺跡範囲の東端部付近が玉串川左岸に形成された自然堤防にあたり、この付近が最も

標高が高くT,P+12m程度を測るもので、そこから西部に向かって下がっており、標高が最も

低い地点は、遺跡範囲中央部を南北方向に流下する楠根川付近でTP+107～ 95mを測る。

当遺跡周辺は、これらの地理的条件を背景として、各時期の遺跡分布が密な地域であることが

指摘されており、考古学的な資料の蓄積が比較的多い地域と認識されている。当遺跡周辺の遺

跡を列挙すれば、南に東弓削遺跡 (弥生中期～鎌倉)、 西に矢作遺跡 (弥生後期～鎌倉)、 北西

矧田調盟

卦
謡
和
コ
柔

第 1図 調査地周辺図
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および北に成法寺遺跡 (弥生後期～室町)・ 刈ヽ阪合遺跡 (弥生中期～室町)が近接する位置に

存在している。

当遺跡発見の端緒は、昭和46年に大阪府教育委員会により実施された安中～教興寺線道路工

事に伴う調査によるもので、それ以降も、八尾市教育委員会 。当調査研究会により断続的に発

掘調査が実施されており、当遺跡が弥生時代前期から近世に至る複合遺跡であることが認識さ

れている。

このような情勢下、八尾市刑部 1丁目183.184において、田中政子氏から共同住宅の建設を

行う旨の届出が市教育委員会文化財課へ提出された。申請地である八尾市刑部 1丁目付近は、

中田遺跡の北東部にあたり、昭和62年度に当調査研究会が八尾市中田 2丁目29・ 39で実施 した

第 1次調査 (N T87-1)で 、弥生時代後期を中心とした居住域の広がりが確認されている。

当該地は第 1次調査 (N T87-1)地の西約120m地点に位置することから、遺構 。遺物の有

無を確認するため、平成 7年 10月 18日 に八尾市教育委員会文化財課により遺構確認調査が実施

された。その結果、現地表下1,7m付近に弥生時代後期～古墳時代の土器片を包含する土層の

存在が確認され、事業の実施に際しては遺構 。遺物の状況を把握することが必要であると判断

された。以上の経緯を踏まえ、発掘調査を実施するに至ったもので、八尾市教育委員会 。事業

者 。 (財)八尾市文化財調査研究会の三者協定に基づき、(財)八尾市文化財調査研究会が事

業者から委託を受けて発掘調査を行うことになった。

0        10m

―
第 2図 調査区設定図
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2.調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に先だって実施したもので、建物の建築予定地に東西幅 24

m、 南北幅 5mの調査区を設定した。調査の地区割りは、調査地の北西隅のXOoYO地 点を

基点として東西25m、 南北 5mにわたって設定した。一区画の単位は 5m四方で、東西方向は

アルファベット (西からA～ E)、 南北方向は算用数字 (北から1)で示し、地区の表示は l f

A～ lE区 と呼称した。地点の表示には、東西線 (XO～ 5)、 南北線 (YO～ Y25)の 交点

の数値を使用した。掘削に際しては、現地表下17m前後までを機械掘削した後、以下0.2mに

ついては層理に従って人力掘削を行い遺構 。遺物の検出に努めた。その結果、現地表下19m

前後 (標高8.7m前後)に存在する第 9層上面で弥生時代後期の土坑 3基 (SK-1～ SK―

3)、 古墳時代前期初頭 (庄内式古相)の上器集積 1ケ所 (SW-1)、 古墳時代後期の上坑 2

基 (SK-4・ SK-5)・ 溝 5条 (SD-1～ SD-5)を 検出した。遺物の総量は、遺構

内および包含層出土遺物を含めてコンテナ 3箱程度である。

2)基本層序

調査地全域にわたって、比較的安定した土層堆積が観察された。ここでは、普遍的に存在 し

た 9層を摘出して基本層序とした。

第 0層 客土。層厚09m前後。上面の標高はT.P+10.6m前後。

第 1層 N6/ 灰色砂質シル ト。層厚0.1～0.2m。 旧耕土。

第 2層 75GY 7/1明緑灰色小礫まじり砂質土。層厚01～ 0.3m。 床土。調査区の中央部

より西では欠損している。

第 3層 75GY 7/1明緑灰色小礫まじり砂質シルト。層厚01m。

第 4層 N8/ 灰白色極細粒砂。層厚0.1～ 0.25m。

第 5層 7.5GY7/1明緑灰色シルト。層厚0.1～0.15m。

第 6層  N7/ 灰白色粘質シルト。層厚0.15～0.3m。 中世時期の水田耕上の可能性が高い。

平安時代後期から鎌倉時代の遺物を極少量包含する。

第 7層 N6/ 灰色粘質シルト。層厚0.1～0.2m。 古墳時代前期～後期の遺物を包含する。

古墳時代後期の遺構構築面。

第 8層  N5/ 灰色粘質シルト。層厚0.1～0.2m。 弥生時代後期～古墳時代前期の遺物を

包含する。

第 9層 25GY 7/1明 オリーブ灰色シルト。層厚02m以上。弥生時代後期末から古墳時

代前期初頭の遺構構築面。
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Ⅵ 中田遺跡第31次調査 (NT95-31)

3)検出遺構と出土遺物

第 9層上面を調査対象面とした結果、弥生時代後期の上坑 3基 (SK-1～ SK-3)、 古

墳時代前期初頭 (庄内式古相)の上器集積 1ケ所 (SW-1)、 古墳時代後期の土坑 2基 (S

K-4・ SK-5)・ 溝 5条 (SD-1～ SD-5)を 検出した。ただし、古墳時代後期の遺

構については、第 7層上面が本来の構築面である。

土坑 (SK)

SK-1

lE区で検出した。東西方向に長い楕円形を呈するもので、東西幅1lm、 南北幅0.6m、 深

さ008mを測る。埋土は灰色粘上の単一層である。遺物は弥生時代後期に比定される土器類の

小片が極少量出土している。

SK-2

SK-1の 西で検出した。】ヒ西部がSD-2に より切られているほか、南部が調査区外に至

るため全容は不明である。検出部分で東西幅2.lm、 南北幅1.2m、 深さ0.08mを 測る。埋土は

灰色粘上の単一層である。遺物は弥生時代後期に比定される土器類の小片が極少量出土してい

る。

SK-3

lC区西部からlD区にかけて検出した。北部は調査区外に至るため全容は不明である。検

出部分で東西幅19m、 南北幅10m、 深さ0,19mを測る。埋土は上層の灰白色粘質シル トと下

層の明緑灰色シルトの 2層が、皿状の遺構断面に沿ってほぼ水平に堆積している。遺物は上層

を中心に弥生時代後期後半に比定される土器類が多数出土しているが大半が小片であった。

図化し得たものは 8点 (1～ 8)で ある。その内訳は弥生土器壷 3点 (1～ 3)、 甕 4点

(4～ 7)、 高杯 1点 (8)で ある。

(1)は頸部が外傾気味に伸びた後、

中位からさらに外反 して伸びる日縁部

が付く広口壺の口縁部である。生駒西

麓産である。(2・ 3)は壺底部で、

(2)が生駒西麓産である。(4)は甕

の口縁部である。復元口径19 8cmを測

る。(5～ 7)は甕底部で、(5・ 6)

が底径 4 cm前後の小型品、 (7)が底

径5 7cmの大型品に分類される。 (6)

の底部はドーナツ底を呈する。いずれ

Y145
X15+

TP+870m

0          1m

25GY8/1灰 白色粘質シルト(包含層)
10GY7/1明 緑灰色シルト(包含層)

第 4図 SK-3平 断面図
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第5図 SK-3出土遺物実測図

も生駒西麓産である。(8)は 中型の高杯で裾部が欠損 している。非生駒西麓産で胎土中に大

粒のチャートが散見される。

SK-4
Y85
斗―x25 lB区の南部で検出した。南部が調査区外に

至るため全容は不明であるが、検出部分では楕

'円
形を呈するもので、南部に三日月状のテラス

部分を有する。検出部分で東西幅1.45m、 南北

12m、 深さ0.5mを測る。埋土は粘質シル ト

ヽ
く

___ A′            A _
¨

l N5/灰色粘質ンルト(提瓶出土)
2 10G Y7/1明緑灰色粘質シル ト
3 N5/灰白色粘質シルト

第 6図 SK-4・ SW-1平 断面図

0                   1 0cm

第 7図 SK-4出 土遺物実測図

を主体とする3層がほば水平に堆積 している。

遺物は第 1層から6世紀後半に比定される須恵

器提瓶 (9)が 1点出土 している。 (9)は小

型の須恵器堤瓶で、日縁部の一部と輪状把手の

一方が欠損している他は完存 している。各部位

の数値は、口径6.8cm、 器高 13 2cm、 体部最大

径11.2cm、 体部幅7.4 cmを 測る。 日縁部は斜上

方に外反 して開くもので、端部は下方に丸く拡

張されている。体部平面形状は円形を呈するが、

側面形状は一方が平らで片側が半球形を呈して

いる。半球形を呈する面は 3本の沈線により円

が等間隔に描かれており、中央部を除く区画間

にやや雑で不鮮明な櫛描きによる波状文が施文

されている。帰属時期としては、日縁端部が丸

く終わる点や体部外面の波状文がこの器種とし
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ては古い様相を示すことから、田辺編年のT K10型式 (6世紀中葉)段階に対比されよう。

SK-5

lB区で検出した。 SK-4の 北に隣接している。不定形を呈するもので、北部はSD-1

に切られている。検出部分で東西幅085m、 南北幅0.6m、 深さ01mを測る。埋土は灰白色粘

土の単一層である。遺物は出土していないが、埋土はSD-1～ SD-3と 共通 していること

から、時期的には古墳時代後期が考えられる。

溝 (SD)

SD-1

調査区のほぼ中央部を東西方向に伸びるもので、 SK-5を 切り、 SD-2～ SD-4と は

合流している。規模は検出長19,lm、 幅0.25～ 04m、 深さ0,05～ 0.15mを測る。埋土は灰白色

粘上の単一層である。遺物は古墳時代後期に比定される土師器 。須恵器の小片が少量出土して

いる。

SD-2

lD地区で検出した。南北方向に伸びるものでSD-1と 合流し、南部でSK-2を 切って

いる。規模は検出長2.65m、 幅0.35～0.5m、 深さ0.08mを測る。埋土は灰白色粘土の単一層で

ある。遺物は出上 していない。

SD-3

lC地区で検出した。南北方向に伸びるもので、 SD-1と 合流 している。規模は検出長

31m、 幅03～0.35m、 深さ0.08mを測る。埋土は灰白色粘土の単一層である。遺物は土師器

の小片が極少量出土している。

SD-4

lB地区で検出した。南北方向に伸びるもので、SD-1と 合流している。規模は検出長

2.lm、 幅0,3m、 深さ0.09mを 測る。埋土は

灰白色粘上の単一層である。遺物は土師器の

小片が極少量出土している。

SD-5

lD～ lE地区で検出した。東西方向に伸

びるもので、東端はSD-1に 切られている。

規模は全長2.Om、 幅055m、 深さ007mを測

る。埋土は灰色粘質シル トの単一層である。

遺物は出上 していない。
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土器集積 (SW)

SW-1

lB区で検出した。 SK-4の 東に近接しており、東西幅0,9m、 南北幅0,9mの範囲に広がっ

ている。古墳時代前期初頭 (庄内式古相)に比定される甕が 3個体が出土 しているが、いずれ

も底部が欠損している。なお、明瞭な堀形が見られないことから、第 9層上面の窪地に廃棄さ

れた土器群と理解されよう。甕の中で図化し得たものは 3個 (10～ 12)で ある。そのうち、

(10)が V様式系甕、 (11・ 12)が庄内式甕に分類される。(10)は 日縁部が「 く」の字に屈曲

するもので、端部は小さく斜下方に拡張され内傾する小さく面を形成 している。体部は球形で、

分割成形に沿って右上がりのタタキ調整が行われている。日縁部内外面はヨコナデ、体部内面

は風化のためやや不鮮明であるが、砂粒の動きが見られず、一部に単位幅を示す痕跡があるこ

とからヘラナデによる調整が行われたものと推定される。生駒西麓産である。 (11・ 12)は共

に最大径を中位に持つ球形の体部を有する庄内式甕である。 日縁部の形態では屈曲部が丸 く

「 く」の字状を呈することが共通するが、日縁端部の形態では、わずかに内傾する幅広の端面

に凹線を施こす (11)と、日縁部上半で上方に拡張し複合日縁を呈する (12)に 区別される。

体部外面はともに三分割成形に沿って上位から中位が右上がり、下位が水平方向ないしは水平

方向に近いタタキ調整が行われており、さらにタタキ調整の上からハケナデ調整が (11)で は

上位から中位、(12)では下位に施されている。なお、(11)の下位においてはタタキ調整の上

から、単位が不明瞭ながら上位および中位に見られたハケナデ原体とは明らかに違う原体を使

第 8図 SW-1出 土遺物実測図
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用した弱いナデ状の擦痕が認められた。体部内面のヘラケズリは (11・ 12)と もに検出部分で

は水平方向が基本で、屈曲部より少し下がった位置まで施されている点が共通 している。共に

生駒西麓産である。

今回出土した 2点の庄内式甕 (11・ 12)は、底部が欠損しており不明な点もあるが、河内型

庄内式甕の成立期の様相を知るうで重要な資料と言えよう。現在確認されている河内型庄内式

甕の最古型式とされる形態および調整の特徴を以下に列記すれば、形態では回縁部が屈曲外反

し端部が小さな面ないしは丸く終わる。体部は最大径を上位にもち、底部は尖り底あるいは小

さな平底を呈する。調整においては、体部外面は三分割成形に沿って右上がりないしは水平方

向の太めのタタキの後、ハケを粗くに施す。体部内面においては底部から屈曲部ないしはそれ

に近い部分までヘラケズリが行われている等の特徴があげられる。

これらの特長と本資料を比較すれば、体部の球形化と (11)に見られる口縁端部のつまみ上げ

による明瞭な面を形成する点においては新しい様相が認められるものの、河内型庄内式甕の最

古形態の範疇で捉えられるもので、従来から指摘されているように河内型庄内式甕の成立期に

おける多元的な要素を本例が示している。

遺構に伴わない出土遺物

第 6層～第 8層が遺物包含層である。第 8層からは弥生時代後期から古墳時代前期初頭、第

7層からは古墳時代前期から後期、第 6層からは平安時代後期から鎌倉時代に比定される土器

類が出土 している。量的にはコンテナ 2箱程度が出土 しているが、その内の約 7割程度が第 8

層から出土したもので、第 6層 については極少量出土した程度である。全体に、小片化したも

のが大半を占めており、図化 し得たものは概 して少ない。■点 (13～ 23)を図化した。

その内訳は弥生土器壺 2点 (13・ 14)、 甕 2点 (15。 16)、 鉢 1点 (17)、 高杯 3点 (18～ 20)、

須恵器壺 1点 (21)、 白磁碗 1点 (22)、 土錘1点 (23)で ある。

(13)は垂下口縁を有する広口壺ないしは広口長頸壺の口縁部の小片である。端面には4条

の凹線文と円形竹管浮文のほか、上下端には刻み目文による加飾が行われている。 lA区第 8

層出土。(14)は長頸壺の口頸部で、頸部高13 8cmを測る。日頸部下半に刻み目文が施文され

ている。 (13・ 14)と もに生駒西麓産である。(15)は甕回縁部の小片である。畿内第V様式甕

のなかでは、古相に位置対比されるものである。 lD区第 8層出土。(16)は甕の底部である。

lD区第 8層出土。(17)は あげ底の底部を有する小型の鉢である。 lC区第 8層出土。 (18)

は、日縁部が斜上方に外反気味に小さく伸びる高杯の口縁部の小片である。時期的には (15)

に対応するものと考えられる。lC区第 8層出土。 (19。 20)は高杯の柱状部で、 (19)の 杯底

部は円板充填法により形成されている。(19)が lE区第 8層、(20)が lA区第 8層出土であ

る。(21)は頸部が斜上方に伸びるもので、日縁端部が下方に肥厚し幅広の端面を有する須恵
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器広口重である。 6世紀前半に対比されよう。 lD区第 7層出土。(22)は玉縁状口縁を有す

る中国産白磁碗の口縁部の小片である。その特長から横田・森田分類のⅣ-2類に当たるもの

で、11世紀中葉から12世紀初頭の時期に対比される。 lE区第 6層出土。(23)は管状式の土

錘で完存している。長さ6.3cm、 最大径2,7cm、 孔径1.Ocm、 重さ75gを測る。 lD区の第 7層か

ら出土しているため、時期的には古墳時代前期～後期が推定されるが、限定はできない。

∈雲妻雲雲妻雲妻蕉藝震霞妻

~~~~~~~―
一

万
¬ュ
)13

氏「
:::::::::::::::i~~~~~~~―

――――
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▼
璽

「

現 !。 器

第 9図 第 6層～第 8層出土遺物実測図
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遺

物

番

号

図

版

番

号

器 種

法量 (cln)

回径

器高

底径

()復元催

調整・ 手法 色 調 胎   土

焼成

保存

残
　
　
存

　

率

備 考

地 区

外面

内面

外面

内面

素

　

　

質

長

　

　

石

石

　

　

英

廷
本
　
　
　
　
　
Ｈ
中

角

閃

石

そ

の

他

1
弥生土器
広日壷

(171) 外面 :回顕部 ヨコナデ。体部ナ

内面 i回頸部 ヨコナデ。体部ナ

茶褐色
や
や
粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
S
○
S
◎
S

良好

縁

　

８

回
部

Ｖ

生駒西麓産
SK-3

2
弥生土器

一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．⌒．． 単̈　一一一

外面 1体部および底削則面ナえ

内面 :体部および底部ナデ。

茶褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

▲
Ｓ
△

Ｓ
◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

内底面

磨滅

部

存

底

完
生駒西麓産
SK-3

3
弥生土器

一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　．　　．．　．．一

内面 1体部および底鍋晒 ナデ。

内面 :体部および底部ナデ。

淡赤褐色
良
好

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△

Ｍ

Ｉ

Ｌ

Ａ
Ｍ
赤
▲
Ｍ 良好

部

存

底
完 SK-3

4 弥生土器

甕

(198) 内面 :回縁部 ヨコナデ。

内面 :日縁部 ヨコナデ。

灰褐色

灰褐色～淡
茶褐色

淡茶褐色

や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
Ｓ
Ｉ
Ｍ

△
S
△

Ｓ
▲

Ｓ
良好

縁

　

８

回
部

７ SK-3

5 弥生土器
甕

． 　

．
３８

内面 :体部 タタキ。底部ナデ。

内面 :体部および底部ナデ。

や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△

Ｍ

Ｉ

Ｌ

▲
Ｍ
Ｉ
Ｌ

良好
部

存

底

完 SK-3

6
弥生土器
甕

一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　^．． ）^．．一一

内面 :体部タタキ。底部側面ナ
デ。底部ナデ。底部 ドーナツ民
内面 :体部および底部ナデ。一
部工具痕遺存。

赤褐色

淡赤褐色

良
好

△
Ｓ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
Ｍ

▲

Ｌ
良好

部
存
底
完 SK-3

弥生土器
甕

． 　
．
６０

内面 :体部タタキ。底部ナデ。

内面 :ナ デ。

赤褐色

淡灰褐色

や
や
粗

○
S
I

L

Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｌ

△
Ｓ
△
S
▲

Ｌ
良好
内底面
一部剥
離

部

３

底

〃 SK-3

弥生土器

高杯

189

体部高 50

内面 :杯回縁部 ヨコナデ後、ヘ
ラミガキ。杯体部上半横方向、
下半縦方向ヘラミガキ。柱状部
縦方向ヘラミガキ。
内面 !杯目縁部 ヨコナデ。杯体
部ヘラミガキ。柱状部シボリメ。

茶褐色

淡茶褐色

や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
Ｓ

△

Ｓ

Ｉ

Ｌ
鋤　釉面一部珊

部

２

杯
Ｖ SK-3

9 須恵器

堤瓶

68
132

体部径 112
体部幅 74

内面 :回 縁部回転ナデ。体部 3
本の沈線間に波状文
内面 :日縁部回転ナデ。体部サ
デ 。

灰白色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

堅緻
ぼ
形

ほ

一
万

片方の把手
を欠 く
SK-4

土師器
V様式養

173 内面 :口縁部 ヨコナデ。体部右
上がりのタタキ。
内面 :日縁部 ヨコナデ。体部一
部ヘラナデ、他ナデ。

淡茶褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
S
◎
S
|

L

やや

不良
全体に

磨滅

部

位

下
損

体

中

以
欠

外面煤付着

SW-1

土師器
庄内式甕

142

体部最大径
134

内面 1回 縁部 ヨコナデ。体部中
位まで右上がりのタタキ、以下
水平方向クタキ (lcm/2本 )後、
上半から中位ハケナデ、下位単
位不明のヘラナデ。
内面 :回縁部 ヨコナデ。体部屈
曲付近までヘラケズリ。

茶褐色

灰褐色

や
や
粗

△
Ｓ
Ｉ

Ｌ

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好
脚
軸
灯
婚

外面煤付着

SW-1

珊蒔

142

体部最大径
199

内面 :回縁部 ヨコナデ。体部中
位まで右上がりのタタキ、以下
水平方向のタタキ (lcm/3本 )。
内面 :内 面 :口縁部 ヨコナデ。
体部屈曲付近までヘラケズリ。

茶褐色

粗

◎
S
|

L

△
L
△
S
◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

部

位

下
損

体

中

以
欠

外面煤付着

SW-1

13
器牡

士更

弥
(299) 内面 :日縁部 4条の凹線の後、

円形竹管浮文。端面上下刻み目
文。

内面 :ヨ ヨナデ。

茶褐色 や
や
糧

○
S
△
Ｓ
O
S
|

M

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

縁

　

６

日
部

Ｖ
lA区
第 8層

14
弥生土器

長頸壺

(133) 内面 :日縁部 ヨコナデ。頸部縦
方向のハケナデ、下端部キザミ
メ。

内面 :口縁部 ヨコナ八 他ナえ

茶褐色 や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｍ

△
Ｓ
Ｏ
Ｓ
◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好

頸

　

２

回
部

Ｖ
区

層
１
第

Ⅵ 中田遺跡第31次調査 (NT95-31)

4)出土遺物観察表

・凡例 粒径― L lmm以 上  M05～ l mm未満 S05mm未満 量―◎多重 ○多い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土
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・凡例 粒径―L lmm以 上 M05～ l mm未満 S05mm未満 量―◎多量 ○多い △少ない ▲希少 ※赤―赤色酸化土

遺

物

番

号

図

版

番

号

器  種

法量 (cm)

日径

器高

底径

()復元値

調整・ 手法 色 調 胎   土

焼成

保存

残

　

存

　

率

備 考

地 区

面

　

面

外

　

内

面

　

面

外

　

内

素

　

　

質

長

　

　

石

石

　

　

英

モ
本
　

　

母

角

閃

石

そ

の

他

弥生土器

甕

(170) 外面 !回 頸部 ヨコナデ。体部ナ

内面 1回 頸部 ヨコナデ。体部ナ

茶褐色

黒褐色

や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
Ｍ
▲
Ｓ
Ｏ
Ｓ

Ｉ
Ｍ

良好

縁

　

８

日
部

Ｖ

区

層

Ｄ

８

１

第

弥生土器

甕 45

外面 :体部右上がリタタキ。底
部裏面ナデ。

内面 :体部ナデ。底部工具痕遺
存

茶褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

○
S
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好
部

存

底

完

区

層

Ｄ

８

１

第

17
弥生土器

鉢 44

外面 :体部右上がリタタ■。底
部裏面ナデ。
内面 :体底部ナデ。

茶褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

▲
Ｓ
△
S
◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

良好
部

存

底

完

区

層

１

第

弥生土器

高杯

(186) 面
　

面

外

　

内

回縁部 ヨコナデ他ナデ。

口縁部 ヨコナデ他ナデ。

茶褐色
良
好

Ｏ
Ｓ
Ｉ

Ｌ

△

Ｍ
△
Ｓ

◎

Ｓ
良好

縁

　

‐２

日
部

Ｖ

区

層

１

第

弥生土器

高杯

外面 :柱状部ナデ。

内面 :柱状部 ンボ リロ。

茶褐色～

淡黒灰色

茶褐色

粗

◎
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
Ｍ
△
Ｓ
○
S
▲

Ｌ
良好

状

完

柱

部

存

区

層

ｌ

第

弥生土器

高杯

外面 :柱状部ヘラミガキ。

内面 :底部ナデ。

淡茶褐色
良
好

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

△
M
▲
Ｌ

▲

Ｍ
良好

状

完

柱

部

存

区

層

Ａ

８

１

第

21
器
壷

恵

□

須

広

(200) 外面 :口縁部回転ナデ。頸部カ
キロ。

内面 :口縁部および体部回転ナ

デ 。

淡灰色
精
良

△
Ｓ
Ｉ
Ｌ

堅緻

縁

　

４

田
部

Ｖ

区

層

Ｄ

７

１

第

産

碗

国

磁

中

白

(168) 外面 :日縁部ナデ。体部ヘラケ
ズリ。

内面 !体部ナデ。

灰白色
精
良 堅緻

縁

　

８

日
部

Ｖ

釉薬の発色
が悪い

lE区
第 6層

土錘

長さ 63
幅 27
孔径 09
重さ 75g

外面 !ナ デ。

内面 :両面穿孔。

灰褐色
や
や
粗

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｌ

▲

Ｍ

▲

Ｍ
良好 完形

区

層

Ｄ

７

１

第

3。 まとめ

今回の調査では、弥生時代後期末から古墳時代前期初頭および古墳時代後期を中心とした遺

構 。遺物を検出した。

弥生時代後期の居住域としては、当調査地の東120m地点の中田 2丁目29・ 39で行なわれた

第 1次調査 (N T87-1)で同時期の遺構が確認されており、同一の居住域の広がりとして包
註 1

括されよう。ただ、調査地の中央部から西側においては、当該期の遺物包含層である第 8層中

の遺物の包含が緩慢であり、さらに西側で行なわれた試掘調査においても、包含層が確認され

ていないことから、当該期の集落の西端が本調査地付近であったことが想定される。

古墳時代前期初頭 (庄内式古相)の遺構としてはSW-1が あり、 2点検出された最古形態

の庄内式甕については、河内型庄内式甕成立期における多元的要素を推定するうえで示唆に富

む資料を提供 している。

古墳時代後期の遺構としては、土坑 。溝等を検出している。本来は第 7層上面を中心に展開
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Ⅵ 中田遺跡第31次調査 (NT95-31)

したものと推定され、今後、周辺の調査においては当該期の集落の存在にも注意をはらう必要

があろう。

註記

註 1成海佳子1988「24 中田遺跡 (第 1次調査)」『八尾市文化財調査研究会年報 昭和62年度』

(財)八尾市文化財調査研究会報告16 (財)八尾市文化財調査研究会
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調査区全景 (東から)



Ⅵ 中国遺跡第31次調査 (NT95-31)

.■ ||||=■■  「

SK-4、 SW-1検 出状況 (南から)

峰||れ軒
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SK-4検 出状況 (北から)



● 5

3

SK-3(1～ 8)、 SK-4(9)、 SW-1(10～ 12)、 包含層 (13・ 1牛 16・ 17・ 18・ 21～23)出土遺物
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Ⅶ 八尾南遺跡第22次調査 (Y S95-22)

|



例

1.

1.

1.

1.

1.

本書は大阪府八尾市西木の本 1丁目1番で実施した共同住宅建設工事に伴う発掘調査であ

る。|     '

本書で報告する八尾南遺跡第22次調査 (Y S95-22)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋577-3号  平成 7年 3月 13日)に基づき財団法人八尾市文化

財調査研究会が松井義明氏から委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年 4月 3日 から4月 18日 にかけて、高萩千秋が担当者として実施した。

調査面積は340Efを測る。なお、調査においては八田雅美 。赤津茂美 。中谷喜多が参加し

た。

本書に関わる業務は、遺物実測・図面レイアウトー中村百合・西岡千恵子、 トレースー市

森千恵子が行った。

本書の執筆 。編集は高萩が行った。
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Ⅶ 八尾南遺跡第22次調査 (Y S95-22)

1.は じめに

八尾南遺跡は大阪府八尾市の南西部にあたる若林町 。西木の本の一帯に広がる遺跡である。

周辺の遺跡には、西側に市域を境とする長原遺跡 (大阪市)を はじめとし、東に木の本遺跡、

南西に太田遺跡・津堂遺跡 (藤井寺市)、 北に城山遺跡 (大阪市)が存在している。

当遺跡は、昭和53年度～昭和54年度の 2年度にわたり地下鉄谷町線八尾南駅建設工事に伴う

発掘調査が実施され、後期旧石器時代から鎌倉時代に至る複合遺跡として認識された。それ以

後、府教委、市教委、当調査研究会により、数十件の発掘調査を現在までに実施している。こ

れらの調査成果から、特に当遺跡の南部には旧石器時代～鎌倉時代に至る遺構 。遺物が重複し、

広範囲に分布していることが明らかになっている。

園
■＼0

圏圏圏

繭 醐

0          100m

―
第 1図 調査周辺図及び位置図

画
□
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日
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2.調査の概要

1)調査の方法と経過

発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、八尾市教育委員会の指示に基づき、当調査研究会が

事業者と協定書を締結して調査を実施した。今回の発掘調査は、当調査研究会が実施した第22

次調査にあたる。調査地 (第 2図)は、当遺跡の北部の沖積地上に位置し、大阪市との境界に

あたる。周辺では弥生時代後期末から中世の遺構 。遺物が検出されている。

調査にあたっては、建築基礎杭部分に上幅 6m× 45.5m(下幅 4m× 43m)の トレンチを設

定し、発掘調査を実施した。

調査の掘削は、市教委が実施した遺構確認調査、当地南部の隣接で実施している第10次調査

の成果から弥生時代後期～古墳時代中期にかけての包含層を確認しており、その結果をもとに

上部約17mについては機械掘削を実施した。しかし、調査を進めるにしたがって壁面の崩壊

が著しく、東部の大半は調査不能の状態になった。これらの諸事情により当初設定した調査区

が若千である南へずれたかたちとなった。さらに調査区の規模も上部 (約48.5m× 6.5～7.5m)

がやや広くなった。人力掘削については0.3～ 0.4mの上層を掘削し、遺構 。遺物の検出に努め

た。以下、調査成果について述べる。

第 2図 調査区位置図
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Ⅶ 八尾南遺跡第22次調査 (YS95-22)

2)基 本層序

第 1層 耕土。層厚 15cm前 後。調査前までの水田耕

作土。

第 2層 褐灰色砂質混粘土。層厚15cm。 床土。

第 3層 灰黄茶色砂礫。層厚20cm。 0.5～ 1.Ocm前後の砂

粒を含む。

第 4層 灰茶色細砂混粘土。層厚10cm。

第 5層 灰茶色～明茶灰色微砂混細砂。層厚20cm。

第 6層 褐灰青色粘土混細砂。層厚20cm前後。平安時

代以降の洪水層。

第 7層 灰白色～青灰色細砂。層厚10～ 20cm。 粘土を

含む。

第 8層 暗灰色粘土。層厚 10cm。 細砂を少量含む。奈

良時代の遺物を含む。

第 9層 灰色粘土混シル ト。層厚20cm。

TP+102m

TP+90m

80m

70m

1 耕±             8 暗灰色粘土
2 褐灰色砂質混粘土 (床上)   9 灰色粘土混ンルト
3 灰黄茶色砂礫         10 灰色粘土
4 灰茶色細砂混粘±       11 暗灰黒色粘土
5 灰茶色～明茶灰色微砂混細砂  12 暗灰青色粘質土
6 褐灰青色粘土混細砂      13 青灰色シルト
7 灰白色～青灰色細砂

道 路

3

5

6

9

第 3図
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第10層 灰色粘土。層厚20cm前後。粘着性の強い粘土。

第11層  暗灰黒色粘土。層厚40～50cm。 粘着性の強い粘上である。弥生時代後期末～古墳時

代中期の遺物を含む土層。部分的に炭が多量に含み黒く見える部分が見られた。

第12層  暗灰青色粘質土。層厚20cm。 弥生時代後期末～古墳時代中期の遺構面。

第13層 青灰色シルト。層厚40cm。

なお、第 3図に掲載しているのは、調査区の基本層序の柱状図である。

3)検出遺構と出上遺物

調査の結果、第11層内より弥生時代後期末～古墳時代中期の遺物を出土 した。この層は厚く

堆積 しており、遺構は第12層上面より切り込んでいるのが見られた。が、地下水位高く、調査

面の土層が浮き上がる。壁面が脆 く、崩壊が著 しい等の諸事情により詳細な調査ができなかっ

た。実測や写真などの記録は取れなかったが、調査区中央よりやや東側で土坑を確認した。ま

た、下層確認調査では柱穴と思われるピットを検出した。

4)遺構に伴わない出土遺物

第 6層・第 8層・第10層・第11層内で出土した。第 6層では平安時代末～鎌倉時代の上師器・

瓦器の小片をごく少量出土 した。第 8層では奈良時代の土師器の杯片を出土している。第10層・

第11層では弥生時代後期末から古墳時代中期に比定される弥生土器・土師器・須恵器が混在 し

た状態で出土 している。出土遺物はコンテナにして約 3箱分を数える。図示できたもの82点で

第10層・第11層から出上 した土器である。弥生時代後期末に比定されるものは壺 (1～ 10)・

甕 (11～ 47)・ 鉢 (48～ 55)・ 有孔鉢 (56～ 58)・ 高郭 (59～ 65)・ 製塩土器 (66)、 古墳時

代前期に比定される庄内式甕 (67)、 古墳時代中期に比定される甕 (68～ 73)。 甑 (74～ 70・

須恵器の杯蓋 (79・ 80)。 高郭 (31)・ 甕 (82)で ある。
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第 5図 遺構に伴わない出土遺物実測図 1
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5)出上遺物観察表

遺物番号

図版番号
器種

醒
縞

量

＞

法

卿
調 整・ 技 法 色  調 胎 土 焼成 遺存状況 備考

１

　

一二
器

士霊
牡弥

径

径

高

日
底

器

回縁部内外面ヨコナデ。 体部

外面ヘラミガキ、 内面上部ナ

デ・指頭圧痕残存、下部ヘラナ

デ、底部外面ナデ

淡茶灰色

3 mm以下の砂粒
を多量含む (長

石・雲母)

良好

２
　
　
一二

同上

口径 162
底径  44
器高 119

回縁部外面 ヨヨナデ、 内面ヘ

ラミガキ。体部外面景1離 の為

調整不明、内面板ナデ

外 :暗茶赤褐
色

内 :淡灰茶色
～淡赤茶色

5ma以下の砂粒
を多量含む (長

石・石英・雲母)

良 好

同上 底径  4_2
体部内外面ヘラ ミガキ。底部
ナデ、モ ミガラ痕 (7ケ )を 有
す

外 :暗灰褐色
～淡黄灰色

内 :暗灰褐色

4 mm以下の砂粒

を少量含む (長

石・雲母)

良好 底部完形

4

同上 底径
体部外面ヘラミガキ、 内面ヘ

ラナデ。底部外面 ヨコナデ
淡緑灰色

4 mm以下の砂粒
を多量含む (角

閃石・石英・雲母。

赤褐色酸化粒)

良好 底部1/2

5 同上 底径  70
体部外面ヘラミガキ、 内面 ヘ

ラナデ、底部ナデ。 モ ミガラ

痕(7ケ )を有す

外 :黒灰色～

淡茶灰色

内 1乳茶灰色

l mI以下の砂粒
を少量含む (長

石・石英・雲母・

赤褐色酸化粒)

良好 底部1/2 黒斑有り

6 同上 底径  40
体部内外面ヘラ ミガキ、体部

下部外面 ヨコナデ、底部外面
ヨコナデ

外

色

内

色

明橙茶褐

暗灰茶褐

l mI以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・石英)

良好 底部完形

7 同上 底径  43 体部外面
タタキ後ヘラミガキ、

内面ヘラナデ。底部外面ナデ
明茶灰色

l mm以下 の砂粒
を少量含む (長

石・石英・赤褐色

酸化粒・雲母)

良好 底部1/2

8 同上 底径  40 外面ナデ、内面板ナデ 淡茶灰色

3mm以下の砂粒
を少量含む (長

石・石英・雲母)

良好 底部完形

9 同上 底径  38 体部外面 タタ
キ後ハケナデ、

内面ハケナデ。底部外面ナデ
淡責灰褐色

2m皿 以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石・雲母)

良好 底部完形 黒底有 り

１〇

　

一二

同上 底径  34 外面ナデ、内面板ナデ 淡灰茶色

3mm以下の砂粒
を多量含む (長

石・石英)

良好 底部完形 黒斑有り

11
甕

弥生土器

径

径
高

日
底

器

口縁部内外面 ヨコナデ・接合痕

残存。体部外面 タタキ(3本)、
内面上部ヘラナデ、下部ナデ・

指頭圧痕

暗灰褐色

3mm以下の砂粒
を多量含む (長

石・石英・雲母)

良好

同上
日径 186
最大径179

日縁部内外面 ヨコナデ。体部

外面 クタキ後板ナデ・接合痕残

存、内面ヘラナデ・ 接合痕

外 :淡茶灰色
内 :灰黒褐色

5mm以下の砂粒
を多量含む (長

石・雲母 )

良好 煤付着

13

同上
回径 160
最大径180

口縁部内外面 ヨコナデ。体部

外面 タタキ(4本 )下部に指頭
圧痕残存、内面ハケナデ(1骸p。

接合痕

淡黄茶灰色

4m以下の砂粒
を多量含む (長

石・雲母 )

良好 煤付着

佃

　

一二

同上
日径 146
最大径156

回縁部外面 ヨコナデ、 内面ナ

デ。体部外面 タタキ(4本 )・ 指
ナデ、内面ヘラナデ・接合痕残

存

外 :淡黄灰茶
色

内 :淡黄灰茶
色～淡灰茶褐

色

4mI以下 の砂粒
を少量含む (長

石・雲母)

良好 煤付着

15

同上 日径

口縁部内外面 ヨコナデ・接合痕

残存。体部外面 タタキ(3本 )、
内面板ナデー接合痕残存

外

色

内

色

淡責灰茶

暗灰茶褐

4 mm以下 の砂粒
を多量含む (長

石・雲母)

良好 煤付着

同上 日径 158

日縁部外面 ヨコナデ後ハケナ

デ(7本 )、 内面 ヨコナデ。体
部外面 タタキ(3本 )、 内面ヘ
ラナデ

淡褐灰色

5mm以下 の砂粒
を多量含む (長
石・チャー ト)

良好 日縁1/6

同上 日径
口縁部内外面 ヨコナデ、接合

痕

外 :淡褐灰色
内 :淡褐灰色
～灰黒色

2 nm以下 の砂粒
を含む (長石)

良好 日縁1/5
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Ⅶ 八尾南遺跡第22次調査 (YS95-22)

遺物番埒

図版番号
器 種

径

高
口
器濾くｃｍ＞

調 整・ 技 法 色  調 胎  土 焼成 遺存状況 備考

‐８

　

四

費

弥生土器
回径

日縁部内外面 ヨコナデ・接合痕
残存。体部外面タタキ(4本 )、
内面板ナデ、上部指頭圧痕残
存

淡茶灰色

4mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母 )

良好 1/4

同上 回径
外面 ヨコナデ・接合痕残存、内
面ヘラナデ

淡橙灰色

1 5mm以 下の砂

粒を含む (長

石)

良好 回縁1/5 媒付着

同上 回径
回縁部外面 ヨコナデ、 内面 ヨ
ヨナデ。一部ヘラミガキ

暗灰褐色

2mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 口縁 1/6

２‐
　
　
　
四

同上 最大径242

日縁部内外面 ヨコナデ。体部
外面タタキ(4本)・接合痩陶鼠
内面板ナデ・接合痕、肩部に指
頭圧痕残存

淡茶灰色

5mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 1/3 煤付着

同上 日径
口縁部外面 ヨコナデ・接合痕残
存、内面磨耗の為調整不明瞭

明茶橙色

5mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石)
良好 回縁 1/И

同上 回径 162 回縁部外面
ヨコナデ、 内面板

ナデ
淡灰褐色～赤
褐色

3mm以下の砂粒
を含む (長石・

雲母。赤褐色酸

化粒)

良好 回縁1/5 煤付着

同上 底径  28
体部外面 タタキ(3本 )内 面磨
耗の為調整不明瞭。底部外面
ナデ

明茶灰色～乳

灰色

3mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・石英・雲
母)

良好 ほ部1/2

同 と 底径  43 体部外面 タタキ(2本)下部 ナ
デ、内面ヘラナデ

外

内
赤褐色

茶灰色

2mm以下の砂粒
を含む (長石)

良47 は部2/3

２６

　

四
同上 底径  47 体部外面 タタキ、下部ナデ、

内面ナデ・指頭圧痕残存

外

内
淡茶灰色

黒灰色

5mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 底部完形

同上 底径  48
体部外面 タタキ後ナデ、 内面
ナデ後指ナデ。底部外面木の

葉痕を有す

色茶

色

灰

灰

淡

黒

外

内

3mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 底部完形 煤付着

同上 底径  36 体部外面ナデ、内面
ヘラナデ。

底部外面ナデ後指ナデ
淡橙茶灰色

lmШ以下の砂粒
を微量 に含 む

(長石)
良好 底部2/3

同上 底径  50
体部外面 ヨコナデ、 内面磨耗
の為調整不明瞭。底部外面ナ 淡茶灰色

2mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 瞭部完形

同上 底径  48 体部外面
ヨコナデ、 内面ヘ ラ

ナデ。底部外面ナデ

外

内
淡緑灰色
黒灰色

4mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・角閑石・

雲母)

良好 底部完形 煉付着

同上 底径  60 体部外面ヘラケズ リ、 内面ヘ

ラナデ。底部外面ナデ
淡黄灰茶色

4m以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石。石英・雲
母)

良好 底部1/2

同上 底径  42 体部外面 タタキ(3本 )内 面
ヘ

ラナデ・ナデ。底部外面ナデ
外 :淡赤褐色
内 :淡茶灰色

3mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石)
良好 底部完形 黒斑有 り

３３

　

四
同上 底径  50 外面ナデ、下部に工具痕有 り、

内面磨耗の為調整不明瞭
乳灰黄茶色

2mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・石英)

良好 底部完形

同上 底径  46
体部外面ナデ・接合痕残存、下
部 ヨコナデ、内面ヘラナデ。
底部外面ナデ

外 〔明茶灰色

内 i淡灰茶色

lmm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・石英)

良好 底部 1/2 黒斑有 り

同上 底径  51 外面ナデ、内面ヘラナデ
外 :乳灰褐色
内 :乳褐灰色
～黒灰色

2mm以下の砂粒
を含む (長石)

良好 底部完形 黒斑有 り
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遺物番号

図版番号
器 種

法量口径
(cm)器高 調 整・技 法 色 調 胎  土 焼成 遺存状況 備考

甕

弥生土器
底径  42 外面ナデ、内面指ナデ 淡明茶灰色

3mm以下 の砂粒
を 多 量 含 む

(赤褐色酸化位・

長石・雲母 )

良好 底部完形

同上 底径  38
外面ナデ、内面板 ナデ。 底部
に強い指頭圧痕残存、一底部

外面に粘土補強を有す

乳灰茶色

lmm以下の砂粒
を微 量 に含 む

(長石)

良好 底部完形

同上 底径  46 外面 タタ
キ(3本 )、 内面ヘ ラ

ナデ。底部外面ナデ

外 :乳灰茶
色

内 :淡橙茶

粒

む

砂
含
の

に２ｍｍ以下攀∽
良好
底部完形
2/3

同上 底径  40 外面
タタキ(3本 )、 内面 ヘラ

ナデ。底部外面ナデ
淡茶灰色

3mm以下の砂粒
を多量含む

良好 底部完形 黒斑有 り

同上 底径  32
外面 タタキ (3本 )、 内面ヘ ラ
ナデ後指ナデ。底部外面 に木
の葉痕を有す

暗灰茶褐色
～明茶灰色

3mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 底部2/3

41

四
同上 底径  48 外面

クタキ (3本 )、 内面板 ナ
デ。底部外面ナデ

赤褐色

粒

む勒緊＞
舵拶阿

良 好 底部1/2

同 上 底径  48
外面ナデ、下部 に指頭圧痕残

存、内面ナデ。底部外面 ヘラ

ケズリ

外 :淡責灰
茶色

内 :黒灰色

粒

む
雲勘鍛・長石．

３ｍｍ以抄醸勒
良好 底部完形

43

四
同上 底径  39

外面 クタキと思われるが磨耗
の為調整不明瞭、下部ヘラナ

デ、内面ヘラナデ。底部指ナ

デ、底部外面ナデ

外 :茶灰色
内 :褐灰色

3mm以下 の砂粒
を含む (長石・

雲母 )

良好 底部完形 黒斑有 り

４４

　

四
同上 底径  48 外面 タタ

キ (3本 )、 内面ヘ ラ
ナデ。底部外面ナデ

外 I黒灰色
～乳灰茶色

内 :淡茶灰
色

粒

む勒飴・雲母♭
３ｍｍ以抄阿

良好 底部完形 煤付着

同 L 底径  44 外面
ヘラケズリ、 内面ハケナ

デ。底部外面ナデ
乳灰茶色

4nm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石。雲母)

良好 底部 1/2

同 上 底径  46 内外面ともにナデ、 内面 に指
頭圧痕残存

外 :乳灰茶
色

内 :灰黒色

4mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・雲母 )

良好 底部2/3

同土 底径  49 外面 ナデ、内面ヘラナデ 暗灰褐色

3mm以下 の砂粒
を 多 量 含 む

(長石)

良好 底部完形

鉢
弥生土器

底径  37 外面板
ナデ、内面ヘラナデ。

底部外面ナデ
淡灰茶褐色
～明茶褐色

4mm以下の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・雲母)

良好 底部完形

４９

　

四
同土 回径 276

回縁部外面ナデ後 ヨコナデ、

内面 ヨコナデ。体部外面 クタ
キ (3本 )後ヘラナデ・接合痕
残存、内面板ナデ

外 :淡黄灰
茶色

内 :淡黄茶
灰色

4mm以下の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 黒斑有 り

同上 回径 303
回縁部外面 ヨコナデ、 内面 ヘ

ラミガキ。体部外面夕タキ後
ナデ、内面ヘラナデ

乳灰茶色

3mm以下の砂粒
を微 量 に含 む

(長石)

良好 □縁1/5

51

四
同上 口径 146

回縁部外面 ヨコナデ、体部ハ

ケナデ (7本 )後ナデ・接合痕
残存、内面ナデ

淡褐灰色～

黒灰色

3mm以下 の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・石英・赤

褐色酸化粒)

良好 口縁 1/5 煤付着

同 上 底径  60

体部外面タタキ後ナデ・指頭圧

痕残存、内面ヘラナデ (工具

痕 )。 脚部外面ナデ・接合痕残

存、内面ヘラナデ

淡茶灰色

3mm以下 の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・石英 。雲

母 )

良好

同上 底径  60

体部外面タタキ (3本 )後 ヘ
ラミガキ、下部ナデ・接合痕、

内面板ナデ後ヘラで放射状 に

ナデ

淡茶灰色

2mm以下の砂粒
を含む (長石・

石英・雲母 )

良好 底部1/2 黒斑有 り
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遺物番号 器種
法量口径

(cm)器高
謂 整・ 技 法 色  調 胎  土 焼成 遺存状況 備 考

鉢

弥生土器
底径  25 外面ナデ、内面ハケナデ 淡茶灰色

3mm以 下 の砂
粒を微量 に含
む (長石)

良好 底部 1/2

同上 底径  36
外面ナデ、下部指ナデ、 内

面ヘラナデ・ナデ。底部外

面ナデ
淡灰茶色

2 mm以 下 の砂

粒を少量含む

(長石)

良 好 底部完形 黒斑有 り

有孔鉢

弥生土器
底径  36

外面 タタキ (3本 )、
面板ナデ (工具痕 )。

外面ナデ

内
部
一
底 淡灰茶色

2 mm以 下 の砂

粒を微量 に合
む (長 石・石

英)

良好 底部 1/2

同 上 底径  38
外面クタキ (2本 )、 内面
ヘラナデ。底部外面 ナデ・

穿孔を有す

乳橙灰色～乳

灰橙色

3mm以 下 の砂
粒を多量含む

(長石・石英)

良好 は部完形

同 上 底径  40
外面 タタキ (3本 )、 内面
ヘラナデ。底部外面ヘ ラナ

デ・ 穿孔を有す
淡茶灰色

4 mm以 下 の砂

粒を多量含む

(長石)

―良好 底部完形

高堺

弥生土器
口径 16判

不部外面ヘラミガキと思わ

れるが磨耗の為調整不明庶

内面ヘラミガキ

外 :黒灰色
内 I乳黄灰茶
色

3mm以 下 の砂
粒を多量含む

(長石・石英)

良好 イ部1/5 煤付着

同上 日径 120
邪部外面端部調整不明、下

部ヘラナデ、内面 ヨコナデ・

指ナデ
明赤褐色

3mm以 下 の砂
粒を多量含む

(長 石。雲母・

角閃石)

良好 郭部 1/8

61 同上 回径 286
口縁部外面 ヨコナデ、 内面
ヨコナデ・指頭圧痕残存。
体部内外面ヘラミガキ

乳褐灰色

2 mm以 下 の砂

粒を少量含む

(長石)

良好 郭部1/5

同上 口径 H0
端部内外面ともにヨコナデ。

郭部内外面ともにヘラ ミガ

キ
端褐灰色

2 mm以 下 の砂

粒を含む (長

石・雲母)

良好 郭部1/4

同 上

体部外面ヘラナデ、内面 ナ

デ。脚部外面ヘラミガキ後
ヘラ押さえ、内面 しばり目、
下部ヘラナデ

淡茶灰色

3 mm以 下 の砂

粒を少量含む

(長石)

良好
柱状部完

形

同上

脚部外面ヘラミガキ、 内面
しばり目・接合痕残存、下

部ヘラナデ
淡褐灰色

2 mm以 下 の砂

粒を多量含む

(長石)

良好
柱状部完

形

同 し ほ径 64

底部外面ヘラナデ、内面 ナ

デ。脚部外面ヘラ状の もの

で横に線状痕残存、下部 ヨ

コナデ、内面ナデ・ 指頭圧

痕残存、下部 ヨコナデ

乳褐灰色

3mm以 下 の砂
粒を含む (長

石)

良好 脚部2/3

６６

　

四
製塩土器 底径  30 脚部外面指ナデ、内面ナデ

外
内

色

暗茶褐色

淡灰茶褐

l mm以 下 の砂

粒を少量含む

(長石・雲母)

良好 脚部完形

甕

古式土師
回径

外面 ヨコナデー接合痕、 内

面口縁部 ヨコナデ。底部ヘ

ラナデ
暗灰茶色

l mm以 下 の砂

粒を含む (長

石・角閃石)

良好 回縁1/5

６８

　

四

甕
土師器

口径 134
最大径 161

日縁部外面 ヨコナデ・ 接合

痕残存、内面ハケナデ。体

部外面ハケナデ (12本 )、

内面ヘラケズリ、下部ナデ・

指頭圧痕残存

褐

褐

茶
茶

灰

赤

灰

淡

明

暗”
内

色

外

色

色

茶

4 md以 下 の砂

粒を少量含む

(長石・石英・

雲母)

良好

同上 日径

日縁部外面 ヨコナデ、接合

痕差残存、内面ハケナデ。

体部外面ハケナデ、内面 ヘ

ラケズリ

外 :明茶橙色
～暗灰茶褐色

内 :暗灰茶褐
色

l mm以 下 の砂

粒を微量 に含
む (長 石・石

英)

良好 回縁 1/4

７〇

　

五

同上 日径 174
回縁部外面 ヨコナデ、 内面

板ナデ。体部内面ヘラケズ

り
淡灰茶色

2 nm以 下 の砂

粒を含む (長

石・赤 褐色酸

化粒 )

良好 回縁1/7
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号

号

番
番
物
版
遺

図 器種
法量回径

(cm)器高 調 整・技 法 色 調 胎  土 焼成 遺存状況 備考

甕
土師器

日径 176
回縁部内外面 ヨコナデ。 体

部外面ハケナデ (9本 )、
内面指ナデ

淡黄灰茶褐色

3mm以 下 の砂粒
を多量 含 む

(雲母・長石)

良好 日縁1/3

同上 回径
外面ハケナデ、内面日縁部
ハケナデ。体部ヘラケズリ

淡黄灰茶色

4mm以 下 の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・石英・雲
母)

良好 口縁 1/3

７３

　

四
同上 回径 176

端部外面ナデ、日縁部外面
ハケナデ (12本)後 ヨコナ
デ・接合痕残存、 内面ハケ

ナデ (12本 )。 体部外面ハ

ケナデ (12本 )、 内面ヘ ラ

ケズリ

外 :端灰茶色
～明茶橙色

内 :淡橙赤茶
色

34un以 下 の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・石英・雲
母)

良好 回縁 1/4

甑
土師器

回径 210

日縁部外面ハケナデ後 ヨコ

ナデ、内面ハケナデ、端部

内面 ヨコナデ。体部外面ハ

ケナデ (B本 )、 内面 ヘラ
ケズリ

淡茶灰色

lmm以下 の砂粒
を微量 に含 む

(長石)

良好 日縁1/6

お

　

五
同上 底径 238

外面端部 ヨコナデ、体部ハ

ケナデ (8本)、 底部ナデ、

取手上部指ナデ、下部ヘ ラ

ケズリ、内面回縁部ハケナ

デ (10本)体部ヘラケズリ、
底部四隅と中央に穿孔を有
す

淡茶灰色

3mal以 下 の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・雲母)

良好 ほぼ完形

同上 外面ナデ、内面ヘラナデ 淡灰褐色

4mm以 下 の砂粒
を 多 量 含 む

(長石・角閃石・

チャー ト)

良好

７７

　

五

同上
外面ヘラケズリ後ナデ、内
面ヘラケズリ

淡茶灰色

311以 下 の砂粒
を 少 量 含 む

(長石・雲母・赤

褐色酸化粒)

良好

同上 底径

体部内外面ともにヘラナデ。

底部外面ナデ、 3個以上 の
穿孔を有す

乳茶灰色
3mu以 下 の砂粒
を含む (長石 )

良好 底部 1/4

７９

　

五 唯籍
口径

外面天丼部回転ヘラケズリ、
日縁部回転ナデ、内面回転
ナデ。底部ナデ

灰黒色 精良 良好

８〇

　

五
同上

径

高
回
器
140
42

外面天丼部回転ヘラケズリ、
日縁部回転ナデ、内面回転
ナデ

外 :淡灰色
内 :乳灰茶色

31ua以 下 の砂粒
を少量含む

良好
ロクロ左

方向

８‐

　

五

高郭
須恵器

回径 116
外面邪部回転ナデ、底体部
回転ヘラケズリ、内面回転
ナデ

淡青灰色 精良 良好

８２

五

甕

須恵器
日径 内外面ともに回転 ヨコナデ 灰黒色 精良 良好 日縁1/5
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Ⅶ 八尾南遺跡第22次調査 (YS95-22)

3。 まとめ

今回の調査は、隣接する既往調査の成果を踏まえて、調査を進めたが遺構を詳細に明確する

ことはできなかった。 しか し、弥生時代後期末～古墳時代中期の遺物を含む層が厚 く堆積 し、

広範囲に残存 していることは明 らかである。隣接の調査においても同様の土層状況が確認 され

ている。
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Ⅷ 八尾南遺跡第24次調査 (Y S95-24)



例 口

本書は大阪府八尾市若林町 2丁目地内で実施した電気管路埋設工事に伴う発掘調査である。

本書で報告する八尾南遺跡第24次調査 (Y S96-24)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第埋294-3号 平成 7年 8月 28日 )に基づき財団法人八尾市文化

財調査研究会が関西電力(株)か ら委託を受けて実施したものである。

現地調査は平成 7年 9月 27日から9月 29日 にかけて、高萩千秋が担当者として実施した。

調査面積は344fを測る。

本書に関わる業務は、遺物実測 。図面レイアウト・ トレースー中村百合・西岡千恵子・市

森千恵子が行った。

本書の執筆・編集は高萩が行った。
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Ⅷ 八尾南遺跡第24次調査 (Y S95-24)

1.は じめに

八尾南遺跡は、大阪府八尾市の南西部にあたる若林町 1～ 3丁目。西木の本 1～ 4丁目一帯

に広がっている遺跡である。周辺の遺跡には、西側に市域を境とする大阪市長原遺跡をはじめ

とし、東に八尾市木の本遺跡、南に藤井寺市津堂遺跡、北に大阪市城山遺跡が存在 している。

当遺跡は、昭和53～54年度に地下鉄谷町線八尾南駅建設工事に伴う発掘調査が実施され、後

期石器時代～鎌倉時代に至る複合遺跡として認識された。それ以後も、当遺跡では、現在まで

に数十件の発掘調査が実施されている。調査主体の内訳として大阪府教育委員会・八尾市教育

委員会・八尾南遺跡調査会 。当調査研究会がある。これらの調査成果から、特に当遺跡の南部

t7~千

|

第 1図 調査地位置図及び周辺図

④

一
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―
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調査地周辺の発掘調査一覧表

調査原因 調査地 年度 調査主体 文 献

1 地下鉄谷町 2号線建設 本の本・若林・大阪市長吉 長原遺跡調査会 「長原遺跡発掘調査報告Ⅲ」

1-1 地下鉄谷町線建設 長吉川辺 3丁目 1977 長原遺跡調査会 「長原遺跡発掘調査報告 I」

1-2 地下鉄谷町 2号線建設 長吉川辺 3丁目 長原遺跡調査会 「長原遺跡発掘調査報告 XV」

2 地下鉄谷町 2号線建設 木の本。若林町 八尾南遺跡調査会 「八尾南遺跡」1977

3 範囲確認 岩林町 1丁 目 八尾市教育委員会
『八尾南遺跡 。東郷遺跡発掘調査概要』
八尾市文化財調査報告 6 1981

4 分譲住宅建設 若林町 2丁目 八尾市教育委員会

5 区画整理事業 長吉川辺 3丁目 側大阪市文化財協会 「長原遺跡発掘調査報告ⅧJ

6 区画整理事業 長吉川辺 3丁目 働大阪市文化財協会 「長原遺跡発掘調査報告 XJ

6-1 区画整理事業 長吉川辺 3丁目 1982 Jjl大阪市文化財協会

7 大阪市営住宅建設 長吉川辺 3丁目 働大阪市文化財協会

8 分譲住宅建設 (YS83-2) 若林町1丁目 当調査研究会
「 1八尾南遺跡 (第 2次調査)」『 昭和 59年度
事業概要報告』当調査研究会報告71985

9 共同住宅建設 岩林町 3丁目 八尾市教育委員会
「4八尾南遺跡 く若林町3丁目117～ 119〉 J
『八尾市内遺跡昭和59年度発掘調査報告書』
八尾市文化財調査報告1119853

10 病院建設 (YS87-5) 西木の本 1丁目 1986 当調査研究会

「7八尾南遺跡 (第 5次調査)」「八尾市文化
財調査研究会年報 昭和62年度」当調査研究
会報告 161987

11 事務所建設(YS89-15) 若林町1丁目 当調査研究会
「11八尾南遺跡 (第 15次調査)」 「八尾市文
化財調査研究会年報 平成元年度J当調査研
究会報告281989

12
大阪市住宅供給公社八 尾

南分譲住宅建設

(NG86-3)
長吉川辺 3丁目 1986

大阪市教育委員会
鰯大阪市文化財協会

「� 平野区長原遺跡J『昭和 61年度大阪市
内埋蔵文化財包蔵地発掘調査報告書』 1988

3

13
ポンプ場 。導入路建設

(YS87-9)
若林町 1丁 目 1987 当調査研究会

「 10八尾南遺跡 (第 9次調査)」『八尾市文化
財調査研究会年報 昭和62年度』当調査研究
会報告161987

14 公共下水道工事 若林町 1988 大阪府教育委員会
『八尾南遺跡―旧石器出土第 3地点 ―』 第
31 19893

15 工場建設 (YS88-12) 若林町 2丁目 1988 当調査研究会
「 22八尾南遺跡 (第 12次調査 )」『 八尾市文
化財調査研究会年報 昭和63年度』当調査研

究会報告251988

事務所建設 (YS88-13) 若林町 1丁 目 1988 当調査研究会
「 23八尾南遺跡 (第 13次調査 )」『 八尾市文
化財調査研究会年報 昭和63年度』当調査研
究会報告251988

17 公共下水道工事(YS87-1) 大阪市長吉 1988 当調査研究会
「 24長原遺跡 (第 1次調査)」『八尾市文化財
調査研究会年報 昭和62年度』当調査研究会

報告251989

共同住宅建設 (YS89-14) 若林町 3丁目 1989 当調査研究会
「 11八尾南遺跡 (第 14次調査 )」 『八尾市文
化財調査研究会年報 平成元年度』当調査研
究会報告281989

学園建設(NG89-43) 長吉川辺 3丁目 1989 側大阪市文化財協会

社屋建設 (YS91-17) 若林町 3丁目 当調査研究会
「 19八尾南遺跡第17次 調査 (YS91-17)」
『平成2年度lRIl八尾市文化財調査研究会事業

報告』1990

21 共同住宅建設 (NG93-1) 長吉川辺 3丁目 け大阪市文化財協会 「古墳時代のまつりのあと」『葦火』

共同住宅建設 (NG93-56) 長吉川辺辺 3丁目 働大阪市文化財協会 「井戸」『葦火』49号 19944

電気管路埋設工事

(YS94-20)
若林町 3丁目地内 1994 当調査研究会

共同住宅建設 (YS95-23) 若林町 3丁目152 当調査研究会
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には旧石器時代～鎌倉時代に至る遺構 。遺物が重複し、広範囲に分布 していることが明らかに

なっている。今回の調査地は、当遺跡の西南部に位置し、当調査研究会が実施 した第24次調査

にあたる。

2.調 査の概要

1)調 査の方法と経過

発掘調査は地中配電管路工事に伴うもので、八尾市教育委員会の指示に基づき、当調査研究

会が事業者と協定を締結 して調査を実施 した。

調査区は、人孔部分の 1ケ 所 (72× 3m=216♂ )、 開削部分 2ケ 所 (5× 1.2m=6笛 )で あ

る。総計面積は約34∬を測る。調査については道路上の規制など諸事情があり、すべて夜間調

査となる。まず、北部の開削部分 2ケ 所 (第 1区 。第 2区)か ら調査 (9月 27日 ～28日 )を行

う。調査区では東部に隣接する第12次調査 (註 1)で、古墳時代中期の遺構 。遺物が現地表下

12m(標高100m)前後で確認されており、その調査成果を参照にして機械及び人力掘削を

実施 し、遺構・遺物の検出に努めた。また、下層においては工事掘削で破壊される深度部分に

ついて地層状況の確認を行った。続いて北部の調査区終了後、第 2区の調査区から南東へ約15

0m地点にあたる人孔部分 (第 3区)の調査 (9月 28日～29日 )を行う。第 3区では南部に隣

接する第 1次調査 (註 2)で、弥生時代後期～鎌倉時代の遺構 。遺物が現地表下1.2m(標高 1

1.3m前後)で確認されており、その調査の成果を参考に機械及び入力掘削を行 う。 また、北

部の調査と同様、工事掘削深度までの地層状況について調査した。

以下、今回の調査成果について記す。

註

註 1 原田昌則 1994「 1.八尾南遺跡第8次調査」『八尾南遺跡 財団法人八尾市文化財調査研究会報
告48』 (財)八尾市文化財調査研究会

註2 駒沢 敦 1983「八尾南遺跡第 1次調査」『昭和58年度事業報告』 (財)八尾市文化財調査研究会

ヲ

第 2図 調査区位置図
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2)基 本層序

第 2図に掲載しているのは第 1区～第 3区で確認 した断面図である。以下、各区の層序につ

いて記す。

第 1区

第 1層 盛土。層厚約65cm。 アスファル ト・ バラス・区画整理で整地 した盛土。

第 2層 旧耕土。層厚10cm前後。区画整理で整地されるまでの耕作土である。ほとんどが

削平を受けている。

第 3層 緑灰色細砂混粘質土。層厚5～ 15cm。 床土である。

第 4層 暗灰褐色細砂。層厚25～ 40cm。 中近世の土層である。

第 5層 灰褐色細砂。層厚5～ 30cm。

第 6層 淡茶灰色微砂。層厚15～ 20cm。

第 7層 暗灰色粘土。層厚15～ 40cm。 この上面が古墳時代のベース面と思われる。

第 8層 灰色シルト。層厚15cm前後。

第 9層 灰青色粘質シルト。層厚30～40cm。

第10層 淡灰色細砂。層厚15～20cm。 凸レンズ状に堆積する。

第11層 黒灰色粘土。層厚20cm前後。

1 盛土
2 旧耕土
3 緑灰色細砂混粘質土
4 暗灰掲色細砂
5 灰褐色細砂
6 淡茶灰色微砂
7 暗灰色粘土

８

９

‐０

‐１

‐２

Ａ

灰色シルト

灰青色粘質シルト

淡灰色細砂

黒灰色粘土

灰青色粘質シルト

暗灰色砂礫混細砂粘質シル ト

第 3図 第 1区西壁断面図
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第12層 灰青色粘質 シル ト。層厚 10cm以上。

第A層 暗灰色砂礫混細砂粘質シル ト。層厚10～ 15cm。 古墳時代以降の溝状遺構。

第 2区

第 1層 盛土。層厚120～ 200cm。 第 1区 と同様、アスファルト・バラス・区画整理で整地 し

た盛土及び埋設工事等による撹乱。

第 2層 淡茶灰色微砂。層厚 10clll。 少量の細砂粒が含まれる。埋設工事等で大部分が削平さ

れている。

第 3層 暗茶褐色砂混まじり粘質土。層厚10cm。 第 2層 と同様、埋設工事等で削平されてい

る。

第 4層 茶褐色細砂混粘質土。層厚20～ 30cm。 第 2層 と同様、埋設工事等で削平されている。

第 5層 灰青色細砂混粘土。層厚10～ 15cm。 古墳時代のベース面と思われる。

第 6層 暗灰茶色シル ト混細砂。層厚5～ 20cm。

第 7層 乳灰色シルト混粘土。層厚20～ 50cm。

第 8層 淡灰茶色粘土。層厚10～ 15cm。

第 9層 青灰色微砂。層厚20～40cm。

第10層 茶色細砂。層厚20cm前後。部分的堆積する。

第11層 黒灰色粘土。層厚30cm前後。北方へ落ち込んでいる。

11

1 盛土
2 淡茶灰色微砂
3 暗茶褐色砂混粘質土
4 茶褐色細砂混粘質土
5 灰青色細砂混粘土(ベース面)

６

７

８

９

‐０

‐１

暗灰茶色ンルト混細砂

乳灰色シルト混粘土

淡灰茶色粘土

青灰色微砂

茶色細砂

黒灰色粘土

第 4図 第 2区西壁断面図
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第 3区

第 1層 盛土。層厚150～ 180cm。 アスファル ト・ バラス・区画整理で整地した盛土及び埋設

工事等による撹乱。

第 2層 明茶灰色粘土。層厚10～20cm。

第 3層 暗灰色粘土と淡茶灰色細砂の互層土。層厚15cm前後。

第 4層 暗灰青色粘土。層厚 10clll。

第 5層 茶灰色細砂。層厚20cm前後。

第 6層 乳灰茶色粘質シルト。層厚20cm前後。

第 7層 乳灰茶色粘土。層厚15～ 40cm。

第 8層 暗灰色砂礫混粘土。層厚10cm前後。植物遺体を含む。

第 9層 黒灰色微砂。層厚10cm前後。

第10層 暗灰色粘土と淡茶灰色細砂。層厚30～ 35cm。 薄いスライス状に何重にも重なる。落

ち込み状遺構に堆積する層である。

第11層 暗青色粘土。層厚30～ 50clll。 炭化物が多量に含む層で、粘着性のある粘土である。

第12層 暗灰青色粘質土。層厚20clll以上。

盛土

明茶灰色粘土

暗灰色粘土と淡茶灰色細砂の互層

暗灰青色粘土

茶灰色細砂

乳灰茶色粘土

暗灰色砂礫混粘土

黒灰色微砂

暗灰色粘土と淡茶灰色細砂

暗青色粘土

暗灰青色粘質土

７

８

９

‐０

‐１

‐２

第 5図 第 3区西壁断面図
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第6図 第3区平面図

3)検出遺構と出土遺物

第 1区

調査の結果、現地表 (標高12.3m)下約1.lmで古墳時代のベース面 (第 6層上面)を検出

したが、遺構・遺物はなかった。現地表下約1.2mに存在する第 7層上面から切 り込む溝状遺

構 1条 (SD-201)を検出した。溝状遺構は肉眼で見るかぎりではあまり不純物を含まない

きれいな細砂が堆積 している。現地表下約2.Omに は水平に堆積する黒灰色粘土層がみられた。

第 2区

調査の結果、第 1区同様に現地表 (標高12.3m)下約1lmで古墳時代のベース面 (第 6層 )

を検出したが、遺構・遺物はなかった。現地表下約2.Omに は黒灰色粘土層がみられたが、】ヒ

方へ落ち込んでいるのがみられた。

第 3区

調査の結果、現地表 (標高12.3m)下約1.lmで落ち込み状遺構を検出した。落ち込み状遺

構は粘土層で、その上面は細砂～微砂のきれいな層が堆積している。粘土層内には多くの有機

物が含まれており、上部は炭化し黒づんでいる。西側の肩部では畦状に約30cmの 盛り上がりが

みられた。時期については土器など遺物が出土 していないため不明であるが、周辺調査の状況

から弥生時代後期以降のものと考えられる。

一Ｔ T

上              上 土              上

-111-



3。 ま とめ

今回の調査は、既往調査地が隣接する部分を対象に した調査を行 った。調査区は小面積であ

り、遺構及び地層の全体像を把握するにはいたらなかったが、当調査区にも古墳時代 ごろの遺

構面が存在することがわかった。以下、各区ごとに記す。

第 1区・第 2区では、遺構は検出 しなかったが第 12次調査 (YS88-12)で 検出 している古墳

時代中期の方墳 と同一 レベルの遺構面を検出 した。下層では第 1区で溝状遺構を検出している。

この溝状遺構は層位か らみて弥生時代後期の前後のころに洪水等できた自然の溝と思われる。

第 3区では落ち込み状遺構が検出された。第 1次調査 (YS83-1)の調査区西部で検出 した河

川跡と関連が考えられる。また、 この落ち込み状遺構の西側の肩部が畦状に盛 り上がっている

のが断面で確認された。

参考文献

米田敏幸他 1981『八尾南遺跡』一大阪市高速電気軌道 2号線建設工事に伴う発掘調査報告書―

米田敏幸 19833「第 4章 八尾南遺跡発掘調査概要報告J『八尾市埋蔵文化財発掘調査概報 1980・ 1981

年度』八尾市教育委員会
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Ⅷ 八尾南遺跡第24次調査 (YS95-24)

第 1区全景

(南東から)

第 2区全景
(南東から)

第 3区全景
(南東から)
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第 2区西壁
(東から)

第 3区西壁
(東から)

第 3区調査風景
(東から)
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市町村
跡

号

遺

番

こざかあい
I小阪合遺跡
(第 30次調査)

おおさかふやおしみなみこざかあい
大阪府八尾市南小阪合町1丁目21番地

27212

度

分

秒
破筋帥

19960108-
0122

共同住宅建設に

伴 う事前調査

たけぶち
工竹渕遺跡
(第 4次調査)

おおさかム、やおしたけぶち

大阪府八尾市竹渕 1丁目2231、 22牛 1、
225-1、  226-1

27212

度

分

秒
雌崎帥

19950619-
0630

共同住宅建設に

伴 う事前調査
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Ⅲ竹渕遺跡
(第 5次調査)
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度
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Ⅳ東郷遺跡
(第49次調査)
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(第 31次調査)
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度

分

秒
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Ⅶ八尾南遺跡
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財団法人 八尾市文化財調査研究会報告54

1 小阪合遺跡 (第30次調査)
Ⅱ 竹 渕 遺 跡 (第 4次調査)
Ⅲ 竹 渕 遺 跡 (第 5次調査)
Ⅳ 東 郷 遺 跡 (第49次調査)
V 東 郷 遺 跡 (第51次調査)
Ⅵ 中 田遺 跡 (第31次調査)
Ⅶ 八尾南遺跡 (第22次調査)
Ⅷ 八尾南遺跡 (第24次調査)

発 行  1996年 9月

編 集  財団法人 八尾市文化財調査研究会
〒581 大阪府八尾市幸町4丁目58の 2

TEL 0729-94-4700

印 刷  明新印刷株式会社

レザック66

ニューAG
―ューAG

監

監

監

紙

文

版

表

本

図




